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湯
　
浅
　
邦

ム蔓

1

序
　
　
言

　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゆ
う

　
聖
王
黄
帝
と
軍
神
董
尤
と
は
、
中
国
の
戦
争
起
源
神
話
に
登
場
す
る
二
大
神
格
で

あ
る
。
史
上
初
め
て
武
器
を
作
り
黄
帝
に
戦
い
を
挑
ん
だ
董
尤
は
、
大
暴
風
雨
を
興

し
て
黄
帝
を
苦
戦
に
陥
れ
る
が
、
魔
龍
爾
玄
女
の
助
力
を
得
た
黄
帝
に
よ
っ
て
、
最

後
は
塚
鹿
の
野
に
諌
殺
さ
れ
た
。
一
方
、
黄
帝
は
、
こ
の
勝
利
に
よ
っ
て
世
界
の
統

一
を
果
た
し
、
以
後
、
中
国
文
明
の
始
祖
と
し
て
聖
王
伝
説
の
上
に
君
臨
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　
こ
の
黄
帝
⑧
董
尤
神
話
に
つ
い
て
、
筆
者
は
先
に
、
董
尤
が
武
器
や
戦
争
を
創
始

し
た
と
い
う
蛍
尤
作
兵
説
、
董
尤
が
黄
帝
に
匹
敵
す
る
身
分
⑧
力
量
を
備
え
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

と
い
う
種
々
の
伝
説
に
つ
い
て
、
多
く
の
関
係
資
料
を
分
類
し
つ
つ
考
察
を
加
え
た
。

　
そ
の
結
果
、
『
呂
氏
春
秋
』
蕩
兵
篇
、
『
大
戴
礼
記
』
用
兵
篇
の
み
は
、
そ
う
し
た

通
説
の
中
で
極
め
て
特
異
な
董
尤
像
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
『
呂
氏
春
秋
』
蕩
兵
篇
は
、
多
く
の
資
料
が
大
前
提
と
す
る
董
尤
作
兵
説
を
明
確

に
否
定
す
る
。
ま
た
『
大
戴
礼
記
』
用
兵
篇
も
、
董
尤
作
兵
説
を
否
定
し
、
更
に
、

董
尤
の
地
位
に
つ
い
て
も
、
通
説
に
反
し
て
董
尤
庶
人
説
を
主
張
し
て
い
た
。

島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
㊧
杜
会
科
学
）
第
二
十
七
巻

一
頁
∫
二
一
二
頁

　
そ
こ
で
、
引
き
続
き
本
稿
で
は
、
『
呂
氏
春
秋
』
『
大
戴
礼
記
』
が
こ
う
し
た
特
異

な
董
尤
像
を
提
示
す
る
理
由
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て
行
く
こ
と
と
す
る
。

第
一
章
　
『
呂
氏
春
秋
』

の
叢
尤
像

　
本
章
で
は
先
ず
、
『
呂
氏
春
秋
』
蕩
兵
篇
を
取
り
上
げ
る
。
蕩
兵
篇
で
は
「
董
尤

作
兵
す
る
に
非
ざ
る
な
り
」
と
董
尤
作
兵
説
が
明
確
に
否
定
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
蕩
兵
篇
に
見
え
る
特
異
な
義
兵
説
と
の
関

係
で
あ
る
。
筆
者
は
既
に
、
こ
の
義
兵
説
に
つ
い
て
一
応
の
考
察
を
加
え
て
い
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

で
、
以
下
で
は
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
論
述
し
て
行
く
こ
と
と
し
た
い
。

　
さ
て
、
蕩
兵
篇
に
は
独
特
の
義
兵
説
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
積
極
的
な
軍

事
活
動
を
否
定
す
る
優
兵
非
攻
説
を
厳
し
く
批
判
し
つ
つ
、
戦
争
の
意
義
を
高
く
評

価
す
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
冒
頭
、
「
古
の
聖
王
は
義
兵
有
り
て
優
兵
有
る
無
し
」
と
述
べ
る
蕩
兵
篇
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

続
い
て
、
兵
の
正
当
性
を
、
人
間
の
本
性
や
天
に
結
び
付
け
て
次
の
よ
う
に
説
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
さ

　
　
　
兵
の
自
り
て
来
る
所
の
者
は
上
し
。
始
め
て
民
有
る
と
倶
に
す
。
凡
そ
兵
な

　
　
　
る
者
は
威
な
り
。
威
な
る
者
は
力
な
り
。
民
の
威
⑧
力
有
る
は
性
な
り
。
性

平
成
五
年
十
二
月
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1
　
（
二
）

（
湯
浅
）

2

　
　
　
な
る
者
は
天
よ
り
受
く
る
所
な
り
。
人
の
能
く
為
す
所
に
非
ざ
る
な
り
。
武

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
　
者
は
革
む
る
能
は
ず
し
て
工
者
も
移
す
能
は
ず
。

　
即
ち
、
戦
争
は
人
間
の
誕
生
と
と
も
に
在
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
人
間
の
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

性
の
中
に
「
威
」
「
力
」
が
存
在
す
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
も
そ
の
性
は
天

か
ら
付
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
人
間
が
後
天
的
に
具
備
し
た
も
の
で
は
な

い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
蕩
兵
篇
は
先
ず
、
兵
と
人
性
と
の
不
可
分
の
関
係
を
主
張
す
る
。

そ
し
て
次
に
、
社
会
の
形
成
過
程
に
も
「
争
」
が
不
可
欠
の
存
在
で
あ
っ
た
と
説
く
。

董
尤
作
兵
説
の
否
定
が
見
え
る
の
は
、
こ
の
文
脈
上
で
あ
る
。

　
　
　
兵
の
自
り
て
来
る
所
の
者
は
久
し
。
…
…
五
帝
固
よ
り
相
与
に
争
ふ
。
…
…

　
　
　
人
日
く
、
董
尤
作
兵
す
と
。
董
尤
作
兵
す
る
に
非
ざ
る
な
り
。
其
の
械
を
利

　
　
　
す
る
の
み
。
未
だ
董
尤
有
ら
ざ
る
の
時
、
民
固
よ
り
林
木
を
剥
ぎ
て
以
て
戦

　
　
　
ふ
。
勝
者
長
と
為
る
。
長
た
ら
ば
則
ち
猶
ほ
之
を
治
む
る
に
足
ら
ず
。
故
に

　
　
　
君
を
立
つ
。
君
又
以
て
之
を
治
む
る
に
足
ら
ず
。
故
に
天
子
を
立
つ
。
天
子

　
　
　
の
立
つ
や
君
に
出
で
、
君
の
立
つ
や
長
に
出
で
、
長
の
立
つ
や
争
に
出
づ
。

　
　
　
争
闘
の
自
り
て
来
た
る
所
の
者
は
久
し
。
禁
ず
べ
か
ら
ず
、
止
む
べ
か
ら
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
　
　
故
に
古
の
賢
王
、
義
兵
有
り
て
優
兵
有
る
無
し
。

　
即
ち
、
「
兵
の
自
り
て
来
る
所
の
者
は
久
し
」
く
、
「
長
」
か
ら
「
君
」
へ
、
「
君
」

か
ら
「
天
子
」
へ
と
い
う
社
会
形
成
は
「
争
」
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
た
と
説
く
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
武
器
の
創
始
⑧
戦
争
の
開
始
が
董
尤
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
の

或
説
に
対
し
て
、
蕩
兵
篇
は
、
そ
れ
を
明
確
に
否
定
し
、
「
未
だ
董
尤
有
ら
ざ
る
の

時
、
民
固
よ
り
林
木
を
剥
ぎ
て
以
て
戦
」
っ
て
い
た
の
だ
と
主
張
す
る
。
っ
ま
り
、

蕩
兵
篇
は
、
戦
争
の
開
始
や
武
器
の
創
造
が
董
尤
の
特
殊
個
人
的
な
行
為
に
よ
る
も

の
で
は
な
く
、
人
間
存
在
そ
の
も
の
に
関
わ
る
必
然
的
事
象
で
あ
っ
た
と
説
く
の
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
従
っ
て
、
戦
争
そ
れ
自
体
が
悪
な
の
で
は
な
く
、
「
諌
伐
は
天
下
に
優
む
可
か
ら

ず
。
巧
有
り
拙
有
る
の
み
」
「
善
く
之
を
用
う
れ
ば
則
ち
福
と
為
り
、
之
を
用
う
る

能
は
ざ
れ
ば
則
ち
禍
と
為
る
」
と
、
そ
の
運
用
の
巧
拙
が
問
題
な
の
だ
と
主
張
す
る
。

　
更
に
、
あ
ら
ゆ
る
武
力
子
使
を
否
定
す
る
優
兵
論
者
に
対
し
て
嘆
虫
特
の
「
兵
」

の
定
義
を
用
い
て
次
の
如
く
反
論
す
る
。

　
　
　
兵
の
微
を
察
す
る
に
、
心
に
在
り
て
未
だ
発
せ
ざ
る
は
兵
な
り
。
疾
視
す
る

　
　
　
は
兵
な
り
。
色
を
作
し
徴
言
す
る
は
兵
な
り
。
援
推
す
る
は
兵
な
り
。
連
反

　
　
　
す
る
は
兵
な
り
。
修
闘
す
る
は
兵
な
り
。
三
軍
攻
戦
す
る
は
兵
な
り
。
此
の

　
　
　
八
者
皆
兵
な
り
。
微
巨
の
争
な
り
。
今
の
世
の
優
兵
を
以
て
疾
説
す
る
者
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
　
　
終
身
兵
を
用
う
る
も
而
し
て
自
ら
倖
る
を
知
ら
ず
。

　
即
ち
v
「
心
に
在
り
て
未
だ
発
せ
ざ
る
」
と
い
う
「
微
」
な
る
も
の
か
ら
「
三
軍

攻
戦
す
る
」
と
い
う
「
巨
」
な
る
も
の
ま
で
全
て
「
兵
」
で
あ
る
と
主
張
し
、
優
兵

論
者
も
論
争
と
い
う
「
兵
」
を
自
ら
用
い
て
い
な
が
ら
そ
れ
を
認
識
し
て
い
な
い
、

と
批
判
す
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
論
調
は
、
振
乱
⑧
禁
塞
箇
懐
寵
な
ど
蕩
兵
篇
に
続
く
一
連
の
軍
事
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し

係
諸
篇
に
於
て
も
同
様
で
あ
り
、
「
今
の
世
、
学
者
攻
伐
を
非
る
も
の
多
し
。
攻
伐

を
非
り
て
救
守
を
取
る
。
…
…
攻
伐
の
救
守
と
一
実
な
り
」
（
振
乱
）
、
「
夫
れ
救
守

の
心
、
未
だ
無
道
を
守
り
て
不
義
を
救
ふ
に
有
ら
ざ
る
な
り
。
…
…
兵
萄
く
も
義
な

ら
ば
、
攻
伐
も
亦
た
可
、
救
守
も
亦
た
可
な
り
」
（
禁
塞
）
の
如
く
、
『
呂
氏
春
秋
』

は
、
積
極
的
な
軍
事
活
動
を
抑
制
せ
ん
と
す
る
優
兵
⑧
非
攻
爾
救
守
説
を
厳
し
く
批

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

判
し
つ
つ
、
攻
伐
の
正
当
性
を
多
角
的
に
主
張
し
て
行
く
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
蕩
兵
篇
に
於
け
る
董
尤
作
兵
説
の
否
定
は
、
単
に
董
尤
神
話
の
一

異
伝
を
紹
介
し
た
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
特
異
な
義
兵
説
の
主
張
と
密
接
な



3

関
係
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
蕩
兵
篇
に
と
っ
て
、
仮
に
董
尤
作
兵
説
を
容
認
し
、

戦
争
の
発
生
を
董
尤
個
人
の
特
殊
性
に
求
め
る
こ
と
は
、
戦
争
の
起
源
を
人
間
の
本

性
「
威
」
「
力
」
に
見
出
だ
す
先
の
見
解
と
重
大
な
齪
齪
を
来
す
こ
と
に
な
る
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
は
、
他
の
各
篇
に
於
て
展
開
さ
れ
る
義
兵
説
の
大
前
提
が
、
こ
こ
で
失

わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
ま
た
、
こ
の
作
兵
説
の
否
定
は
、
蕩
兵
篇
や
そ
れ
に
続
く
諸
篇
の
み
な
ら
ず
、

『
呂
氏
春
秋
』
全
体
の
構
成
や
内
容
と
も
無
関
係
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
確
か
に
『
呂
氏
春
秋
』
の
中
に
は
多
種
多
様
な
思
想
が
混
在
し
て
い
る
と
言
え
る
。

し
か
し
、
蕩
兵
篇
を
初
め
と
す
る
一
連
の
軍
事
関
係
諸
篇
は
、
十
二
紀
中
の
「
秋
」

に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
そ
れ
ら
各
篇
の
主
旨
は
ほ
ぼ
一
貫
し
て
い
る

　
　
　
（
9
）

の
で
あ
る
。

　
っ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
諸
篇
は
、
単
に
当
時
の
軍
事
思
想
を
雑
然
と
列
挙
し
た
と
い

う
も
の
で
は
な
く
、
優
兵
樽
非
攻
説
批
判
、
特
異
な
義
兵
の
主
張
と
い
う
明
確
な
意

図
を
持
っ
て
、
十
二
紀
と
い
う
時
令
中
の
「
秋
」
に
配
置
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
故
に
、
蕩
兵
篇
に
於
け
る
董
尤
作
兵
説
の
否
定
は
、
直
接
的
に
は
蕩
兵
篇
に
於
け

る
義
兵
説
と
密
接
な
関
わ
り
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
、
更
に
大
局
的
に
見
れ
ば
、

『
呂
氏
春
秋
』
全
体
の
構
成
⑧
内
容
と
も
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
存
在
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
『
呂
氏
春
秋
』
の
董
尤
作
兵
説
否
定
に
つ
い
て
は
、
既
に
劉
銘
恕
「
漢
武

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

梁
祠
画
象
中
黄
帝
董
尤
古
戦
図
考
」
の
次
の
よ
う
な
見
解
が
あ
る
。
即
ち
、
『
呂
氏

春
秋
』
蕩
兵
篇
は
董
尤
作
兵
説
を
否
定
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
董
尤
が

銅
兵
（
金
属
製
武
器
）
の
創
作
者
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
董
尤
以
前
に
木
製
兵
器

の
時
代
が
存
在
し
た
こ
と
を
言
う
の
み
で
あ
る
、
と
。
そ
し
て
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、

『
太
平
御
覧
』
引
く
『
太
白
陰
経
』
の
次
の
よ
う
な
記
載
を
挙
げ
る
。

　
　
　
上
古
庖
義
氏
の
時
、
弦
木
も
て
弓
と
為
し
、
剣
木
も
て
矢
と
為
す
。
神
農
氏

　
　
　
の
時
、
石
を
以
て
兵
と
為
し
、
…
…
黄
帝
の
時
、
玉
を
以
て
兵
と
為
す
。
董

　
　
　
尤
の
時
、
金
を
燦
し
て
兵
と
為
し
、
革
を
割
き
て
甲
と
為
し
、
始
め
て
五
兵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
　
　
を
制
し
て
旗
幟
を
建
て
、
襲
鼓
を
樹
つ
。

　
確
か
に
、
こ
の
『
太
白
陰
経
』
で
は
、
董
尤
以
前
に
も
、
木
⑧
石
㊧
玉
製
武
器
が

存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
は
、
庖
義
⑧
神
農
⑧
黄
帝
と
い

う
歴
代
聖
王
各
々
の
武
器
製
造
伝
説
と
董
尤
作
兵
伝
説
と
を
矛
盾
な
く
統
合
せ
ん
と

し
た
一
伝
説
で
あ
り
、
『
呂
氏
春
秋
』
蕩
兵
篇
の
如
き
主
張
と
は
本
質
的
に
異
な
。
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
呂
氏
春
秋
』
が
主
張
す
る
の
は
、
単
に
董
尤
以
前
に
も
木
製
⑧
石
製
等
の
武
器

が
存
在
し
た
と
い
う
歴
史
的
事
実
で
は
な
く
、
ま
た
、
歴
代
聖
王
各
々
の
時
代
に
各
々

の
武
器
が
存
在
し
た
と
い
う
武
器
伝
説
で
も
な
い
。
そ
の
主
旨
は
、
こ
れ
ら
歴
代
聖

王
や
董
尤
作
兵
の
蓬
か
以
前
よ
り
、
人
問
が
武
器
を
作
り
戦
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
、

即
ち
、
戦
争
が
人
間
の
本
性
に
深
く
関
わ
る
事
象
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

故
に
蕩
兵
篇
は
、
董
尤
作
兵
を
否
定
す
る
の
み
で
、
歴
代
聖
王
と
武
器
と
の
関
係
に

は
一
切
言
及
せ
ず
、
ま
た
董
尤
が
銅
兵
の
創
作
者
で
あ
る
と
主
張
す
る
訳
で
も
な
い
。

　
従
っ
て
、
右
の
見
解
は
、
蕩
兵
篇
全
体
の
文
脈
を
見
落
と
し
た
上
で
、
や
や
短
絡

的
に
『
太
白
陰
経
』
所
収
の
武
器
伝
説
と
結
び
付
け
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。
や
は
り
、
こ
の
董
尤
作
兵
説
の
否
定
に
っ
い
て
は
、
『
呂
氏
春
秋
』
の
特
異

な
義
兵
説
と
の
関
係
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

第
二
章
　
『
大
戴
礼
記
』

そ
れ
で
は
、
こ
の

用
兵
篇
の
蛋
尤
像

『
呂
氏
春
秋
』
同
様
、
董
尤
作
兵
説
を
否
定
す
る
『
大
戴
礼
記
』

軍
神
の
変
容
－
中
国
古
代
に
於
け
る
戦
争
論
の
展
開
と
董
尤
像
1
　
（
二
）

（
湯
浅
）



軍
神
の
変
容
－
中
国
古
代
に
於
け
る
戦
争
論
の
展
開
と
董
尤
像
1
　
（
二
）

（
湯
浅
）

4

用
兵
篇
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

。
以
下
で
は
為

第
一
節
　
『
夫
戴
礼
記
』

『
大
戴
礼
記
』
の
思
想
と
そ
の
董
尤
観

の
成
立
事
情
と
資
料
的
面
直

　
『
大
戴
礼
記
』
は
、
前
漢
⑳
戴
徳
の
著
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
成
立
事
情
や
資
料
的

価
直
に
っ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
種
々
の
見
解
が
提
出
さ
れ
て
き
て
い
る
。
本
節
で
は
、

内
容
分
析
の
前
に
、
先
ず
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。

　
『
礼
記
』
の
成
立
に
つ
い
て
、
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
は
、
『
陪
書
』
経
籍
志
を

引
い
て
次
の
如
く
解
説
す
る
。
漢
代
初
期
、
河
間
献
王
の
時
に
孔
子
旧
宅
壁
中
よ
り

礼
に
関
す
る
記
録
百
三
十
一
篇
が
発
見
さ
れ
た
。
後
漢
の
劉
向
は
、
こ
の
礼
の
記
を

整
理
し
、
更
に
明
堂
陰
陽
記
三
士
二
篇
、
孔
子
三
朝
記
七
篇
、
王
史
氏
記
二
十
一
篇
、

楽
記
二
士
二
篇
を
見
出
だ
し
て
計
二
百
十
四
篇
と
し
た
。
そ
の
後
、
后
蒼
よ
り
礼
学

を
修
め
た
戴
徳
が
こ
れ
ら
の
繁
墳
重
複
箇
所
を
削
っ
て
八
十
五
篇
に
整
理
し
た
も
の

が
『
大
戴
礼
記
』
（
現
行
本
は
四
十
篇
）
で
あ
る
。
更
に
、
戴
徳
の
甥
⑱
戴
聖
が
こ

の
『
大
戴
礼
記
』
を
削
っ
て
四
十
六
篇
と
し
た
も
の
が
『
小
戴
礼
記
』
で
あ
り
、
後

漢
末
の
馬
融
が
こ
れ
に
「
月
令
」
「
明
堂
記
」
「
楽
記
」
各
一
篇
を
加
え
て
四
十
九
篇

と
し
た
。
こ
れ
が
所
謂
『
礼
記
』
で
あ
る
。

　
即
ち
、
こ
の
所
伝
に
従
え
ば
、
『
大
戴
礼
記
』
は
、
『
礼
記
』
成
立
以
前
の
古
礼
と

儒
家
の
思
想
と
を
伺
い
知
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
晋
の
陳
郡
『
周
礼
論
』
は
、
礼
の
記
百
三
十
一
篇
、
明
堂
陰
陽
記
三
士
二

篇
、
孔
子
三
朝
記
七
篇
、
王
史
氏
記
二
十
一
篇
、
楽
記
二
士
二
篇
を
合
わ
せ
た
古
礼

二
百
四
篇
（
劉
向
未
校
定
の
旧
本
）
を
刷
取
し
た
も
の
が
『
大
戴
礼
記
』
八
十
五
篇

で
あ
り
、
そ
れ
を
さ
ら
に
冊
蕗
し
た
も
の
が
『
小
戴
礼
記
』
四
十
九
篇
で
あ
る
と
す

る
。　

ま
た
、
『
初
学
記
』
巻
二
十
一
の
引
く
一
説
に
よ
れ
ば
、
前
漢
宣
帝
期
、
后
蒼
の

礼
説
『
后
氏
曲
台
記
』
百
八
十
篇
を
剛
略
し
た
も
の
が
『
大
戴
礼
記
』
八
十
五
篇
、

そ
れ
を
さ
ら
に
刷
略
し
た
も
の
が
『
小
戴
礼
記
』
四
十
六
篇
、
そ
れ
に
後
儒
が
月
令
⑧

明
堂
記
儘
楽
記
各
一
篇
を
加
え
て
四
十
九
篇
と
し
た
も
の
が
『
礼
記
』
で
あ
る
と
す

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
ま
た
、
武
内
義
雄
「
儒
学
資
料
と
し
て
見
た
る
両
戴
記
」
は
、
孔
子
三
朝
記
等
を

含
む
劉
向
未
校
の
礼
の
旧
記
二
百
四
篇
を
戴
徳
が
八
十
五
篇
と
し
（
即
ち
『
大
戴
礼

記
』
）
、
戴
聖
が
さ
ら
に
四
十
六
篇
と
し
た
（
即
ち
『
小
戴
礼
記
』
）
。
更
に
こ
れ
を
劉

向
が
校
訂
し
、
月
令
働
明
堂
記
爾
楽
記
各
一
篇
を
加
え
た
劉
向
本
四
十
九
篇
が
、
所

謂
『
礼
記
』
で
あ
る
と
説
く
。

　
こ
れ
ら
の
説
は
、
細
部
の
見
解
に
っ
い
て
は
微
妙
な
相
違
点
を
持
ち
な
が
ら
も
、

古
礼
↓
『
大
戴
礼
記
』
↓
『
小
戴
礼
記
』
と
い
う
継
承
の
過
程
、
及
び
戴
徳
の
『
大

戴
礼
記
』
が
漢
代
以
前
の
礼
と
思
想
を
温
存
す
る
古
文
献
で
あ
る
点
に
つ
い
て
は
、

ほ
ぼ
共
通
の
認
識
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　
ま
た
こ
れ
ら
の
説
で
は
、
本
稿
の
考
察
で
直
接
問
題
と
な
る
孔
子
三
朝
記
七
篇

（
用
兵
篇
を
含
む
）
に
つ
い
て
も
、
『
大
戴
礼
記
』
に
編
入
さ
れ
る
以
前
か
ら
既
に
一

応
の
独
立
性
を
持
っ
て
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
も
っ
と
も
、
『
大
戴
礼
記
』
の
信
懸
性
に
つ
い
て
は
異
説
も
あ
る
。
陳
振
孫
『
直

斎
書
録
解
題
』
は
、
『
大
戴
礼
記
』
の
内
、
哀
公
問
鰭
投
壷
篇
な
ど
が
『
礼
記
』
と

重
複
し
、
礼
察
爾
保
樽
篇
が
賢
誼
『
新
書
』
と
重
複
部
分
を
持
っ
な
ど
、
『
大
戴
礼

記
』
に
他
文
献
と
の
類
以
箇
所
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
成
立
時
期
に
疑
問
を
呈

し
、
現
行
本
『
大
戴
礼
記
』
は
後
人
が
偽
作
し
た
も
の
で
あ
り
、
戴
徳
の
本
書
で
は

な
い
と
推
測
す
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
偽
書
説
は
、
挑
際
恒
『
古
今
偽
書
考
』
、
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黄
雲
眉
『
古
今
偽
書
考
補
証
』
な
ど
の
等
し
く
支
持
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
現
在
、

『
大
戴
礼
記
』
に
関
す
る
研
究
が
『
礼
記
』
ほ
ど
に
進
展
し
て
い
な
い
一
っ
の
原
因

に
も
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
王
聴
珍
『
大
戴
礼
記
解
詰
』
は
、
か
か
る
偽
書
説
を
批
判
し
、

『
大
戴
礼
記
』
の
資
料
的
価
直
を
む
し
ろ
高
く
評
価
し
よ
う
と
す
る
。
即
ち
、
『
大
戴

礼
記
』
『
新
書
』
『
小
戴
礼
記
』
の
三
者
に
類
似
部
分
が
存
在
す
る
の
は
、
そ
れ
ら
三

者
が
、
と
も
に
劉
向
校
訂
の
『
古
文
記
』
を
共
通
の
素
材
と
し
て
別
個
に
編
纂
さ
れ

た
こ
と
に
起
因
す
る
と
説
く
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
単
に
『
大
戴
礼
記
』
を
整
理
し

た
の
が
『
小
戴
礼
記
』
な
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
『
新
書
』
の
一
部
を
『
大
戴
礼
記
』

が
引
用
し
た
の
で
も
な
い
と
、
安
易
な
偽
書
説
を
批
判
す
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
『
大
戴
礼
記
解
詰
』
は
、
『
大
戴
礼
記
』
の
内
の
千
乗
儘
四
代
⑧
虞
戴
徳
⑧

譜
志
⑧
ハ
辮
⑧
用
兵
⑧
少
問
の
七
篇
は
、
『
漢
書
』
芸
文
志
の
論
語
類
に
記
録
さ
れ

て
い
る
古
文
献
「
孔
子
三
朝
記
」
に
、
曽
子
立
事
⑧
曽
子
本
孝
等
の
曽
子
関
係
十
篇

は
、
同
じ
く
儒
家
者
流
に
記
録
さ
れ
て
い
る
古
文
献
「
曽
子
」
に
相
当
す
る
が
、
こ

れ
も
、
先
行
し
て
い
た
「
孔
子
三
朝
記
」
「
曽
子
」
を
『
大
戴
礼
記
』
の
側
が
後
に

取
り
込
ん
だ
の
で
は
な
く
、
元
来
『
大
戴
礼
記
』
中
に
含
ま
れ
て
い
た
「
孔
子
三
朝

記
」
「
曽
子
」
諸
篇
を
劉
向
が
七
略
編
纂
の
際
に
分
出
し
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
す

る
。　

こ
の
よ
う
に
『
大
戴
礼
記
解
詰
』
は
、
両
『
礼
記
』
を
、
『
古
文
記
』
を
祖
と
す

る
別
系
統
の
文
献
と
考
え
、
『
大
戴
礼
記
』
を
戴
徳
の
編
著
し
た
古
代
文
献
と
し
て
、

そ
の
資
料
的
価
直
を
高
く
評
価
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
孔
子
三
朝
記
」

に
つ
い
て
も
、
本
来
『
大
戴
礼
記
』
中
に
存
在
し
た
資
料
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
こ

れ
は
、
『
大
戴
礼
記
』
の
成
立
や
両
『
礼
記
』
の
系
統
性
に
関
す
る
通
説
を
一
歩
踏

み
出
す
見
解
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
充
分
な
検
討
を
要
す

る
と
思
わ
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
『
大
戴
礼
記
』
研
究
の
障
壁
と
な
っ
て
き
た
偽

書
説
に
つ
い
て
は
へ
そ
の
再
考
の
必
要
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
も
の
と
評
価
し
得

　
（
1
3
）

よ
う
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
古
礼
と
『
大
戴
礼
記
』
の
関
係
、
両
『
礼
記
』
の
系
統
性

の
問
題
な
ど
に
っ
い
て
は
と
も
か
く
、
『
大
戴
礼
記
』
の
資
料
的
価
値
自
体
に
っ
い

て
は
、
ひ
と
ま
ず
『
大
戴
礼
記
解
詰
』
等
の
見
解
に
従
い
、
ま
た
、
用
兵
篇
を
含
む

「
孔
子
三
朝
記
」
に
つ
い
て
も
、
劉
向
校
訂
以
前
か
ら
一
応
の
独
立
性
を
持
っ
た
古

い
儒
家
資
料
で
あ
る
と
の
前
提
の
下
に
、
考
察
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

第
二
節
用
兵
篇
の
董
尤
像

　
右
の
如
く
、
用
兵
篇
は
元
「
孔
子
三
朝
記
」
と
総
称
さ
れ
た
七
篇
中
の
一
篇
で
、

魯
の
哀
公
と
孔
子
と
に
仮
託
さ
れ
た
問
答
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

ず
、
関
係
部
分
を
以
下
に
掲
げ
て
み
る
。

　
　
　
公
日
く
、
「
兵
を
用
う
る
は
、
其
れ
由
不
祥
な
る
か
」
。

　
　
　
　
　
　
　
な
ん
す

　
　
　
子
日
く
、
「
胡
為
れ
ぞ
其
れ
不
祥
な
る
や
。
聖
人
の
兵
を
用
う
る
や
、
以
て

　
　
　
残
を
禁
じ
暴
を
天
下
に
止
む
る
な
り
。
後
世
の
貧
者
の
兵
を
用
う
る
や
、
以

　
　
　
て
百
姓
を
刈
り
、
国
家
を
危
く
す
る
な
り
」
。

公
日
く
、
「
古
の
戎
兵
、
何
く
の
世
に
安
に
か
起
こ
る
」
。

子
日
く
、
「
傷
害
の
生
ず
る
や
久
し
。
民
と
与
に
生
ず
」
。

公
日
く
、
「
董
尤
作
兵
す
る
か
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ

子
日
く
、
「
否
。
董
尤
は
庶
人
の
貧
者
な
り
。
利
に
及
ん
で
義
無
く
、
蕨
の

親
を
顧
み
ず
、
蕨
の
身
を
喪
ふ
。
董
尤
は
悟
慾
に
し
て
厭
く
こ
と
無
き
者
な

り
。
何
の
器
か
之
れ
能
く
作
さ
ん
や
。
蜂
蟹
挟
整
に
し
て
生
ま
れ
て
害
せ
ら

軍
神
の
変
容
－
中
国
古
代
に
於
け
る
戦
争
論
の
展
開
と
董
尤
像
1
　
（
二
）

（
湯
浅
）
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軍
神
の
変
容
－
中
国
古
代
に
於
け
る
戦
争
論
の
展
開
と
董
尤
像
－

（
二
）
　
（
湯
浅
）

　
　
　
る
る
に
校
し
て
以
て
蕨
の
身
を
衛
る
な
り
。
人
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
喜
怒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ど

　
　
　
有
り
。
故
に
兵
の
作
る
や
、
民
と
皆
に
生
ず
。
聖
人
利
用
し
て
之
を
餌
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
　
　
乱
人
之
を
興
し
て
蕨
の
身
を
喪
ふ
。
…
…
」

　
右
の
如
く
、
哀
公
の
側
に
は
、
用
兵
が
「
不
祥
」
で
は
な
い
の
か
と
い
う
疑
問
と

董
尤
が
「
作
兵
」
し
た
と
い
う
通
念
と
が
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
孔
子
は
、
「
聖
人
」
の
兵
と
「
後
世
の
貧
者
」
「
乱
人
」
の
兵
と

を
峻
別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
兵
」
そ
の
も
の
は
不
祥
で
は
な
い
と
主
張
す
る
。

ま
た
、
董
尤
作
兵
説
に
っ
い
て
は
、
董
尤
を
「
庶
人
の
貧
者
」
に
過
ぎ
ぬ
と
し
た
上

で
、
作
兵
説
を
明
確
に
否
定
す
る
。
そ
し
て
、
蜂
や
毒
虫
が
人
を
刺
す
の
は
、
危
害

を
加
え
ら
れ
た
場
合
の
当
然
の
自
己
保
存
行
動
で
あ
る
と
の
例
を
挙
げ
っ
っ
、
武
力

行
使
を
正
当
化
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
孔
子
の
側
は
、
兵
の
起
源
を
董
尤
と
は
せ
ず
、
「
人
生
ま
れ
な
が
ら

に
し
て
喜
怒
有
り
。
故
に
兵
の
作
る
や
、
民
と
皆
に
生
ず
」
と
、
兵
は
本
来
的
に

「
喜
怒
」
を
有
す
る
人
間
の
誕
生
と
と
も
に
あ
っ
た
、
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
こ

の
見
解
は
、
兵
の
起
源
を
人
間
の
「
威
」
「
力
」
と
い
う
本
性
に
求
め
る
『
呂
氏
春

秋
』
蕩
兵
篇
の
立
場
に
類
似
す
る
と
言
え
よ
う
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
続
く
用
兵
篇
後
半
部
の
主
張
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
（
子
日
く
）
「
聖
人
百
姓
を
愛
し
て
海
内
を
憂
ふ
。
後
世
の
人
に
及
び
、
其

　
　
　
の
徳
を
思
ひ
て
必
ず
其
の
仁
を
称
す
。
故
に
今
の
発
舜
萬
湯
文
武
を
道
ふ
者

　
　
　
は
、
猶
ほ
威
を
王
に
致
す
こ
と
、
今
存
す
る
が
若
し
。
夫
れ
民
其
の
徳
を
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ろ
こ

　
　
　
ひ
て
、
必
ず
其
の
人
を
称
し
、
朝
夕
之
を
祝
し
、
皇
天
に
升
聞
し
、
上
神
散

　
　
　
ぶ
。
故
に
其
の
世
を
永
く
し
て
其
の
年
を
豊
か
に
す
る
な
り
。
夏
桀
爾
商
村

　
　
　
は
天
下
に
扇
暴
あ
り
て
、
不
事
を
暴
極
し
、
無
罪
を
殺
致
し
、
天
に
不
祥
あ

　
　
　
り
。
粒
食
の
民
、
豚
の
親
を
布
散
す
。
国
老
を
疏
遠
に
し
、
幼
色
是
れ
与
し

　
　
　
て
暴
慢
是
れ
親
し
く
し
、
譲
貸
穀
に
処
り
、
法
言
法
行
辞
に
処
る
。
天
道
を

　
　
　
妖
替
し
、
四
時
を
逆
乱
し
、
礼
楽
行
は
れ
ず
、
而
し
て
幼
風
是
れ
御
す
。
暦

　
　
　
制
を
失
ひ
、
摂
提
方
を
失
ひ
、
郵
大
紀
無
し
。
朔
を
諸
侯
に
告
げ
ず
、
玉
瑞

　
　
　
行
は
れ
ず
、
諸
侯
力
政
し
て
天
子
に
朝
せ
ず
、
六
蛮
⑱
四
夷
交
ご
も
中
国
を

　
　
　
伐
つ
。
是
に
於
て
之
れ
が
災
ひ
を
降
す
。
水
早
繋
り
、
霜
雪
大
い
に
満
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
い

　
　
　
甘
露
降
ら
ず
、
百
草
婿
黄
し
て
、
五
穀
升
ら
ず
、
民
に
天
疾
多
く
、
六
畜
鮮

　
　
　
せ
い

　
　
　
皆
す
。
此
れ
太
上
の
論
ぜ
ず
議
せ
ざ
る
も
の
な
り
。
蕨
の
身
を
殊
傷
し
、
天

　
　
　
下
を
失
墜
す
。
夫
れ
天
下
の
殊
を
恵
無
き
者
に
報
ゆ
る
は
必
ず
其
の
民
と
与

　
　
　
に
す
」
。
公
催
れ
て
日
く
、
「
民
の
上
に
在
る
者
は
、
以
て
催
る
る
こ
と
無
か

　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
　
　
る
可
け
ん
や
」
。

　
即
ち
、
用
兵
篇
は
、
兵
を
正
し
く
利
用
し
た
聖
人
（
尭
舜
萬
湯
文
武
）
は
「
其
の

徳
を
思
び
て
必
ず
其
の
仁
を
称
す
」
と
後
世
ま
で
慕
わ
れ
る
が
、
挙
兵
し
て
そ
の
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た

用
法
を
誤
っ
た
乱
人
（
桀
紺
）
は
、
「
水
早
繋
り
、
霜
雪
大
い
に
満
ち
、
甘
露
降
ら

ず
」
と
い
う
天
の
災
禍
を
受
け
て
滅
ん
だ
、
と
説
く
。
つ
ま
り
、
そ
の
軍
事
思
想
は
、

人
為
が
天
意
に
感
応
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
天
の
禍
福
が
下
る
と
す
る
天
人
相
関
思
想

を
背
景
に
、
君
主
の
政
治
論
⑧
道
徳
論
へ
と
終
結
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
軍
事
活
動
は
、
政
治
爾
道
徳
の
理
に
適
っ
て
い
れ
ば
、
む
し
ろ
積
極
的
に
肯
定

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
用
兵
篇
が
董
尤
作
兵
説
を
否
定
す
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
前
記
の

蕩
兵
篇
の
場
合
と
同
様
、
兵
の
正
当
化
と
い
う
点
を
先
ず
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
。
但
し
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
『
大
戴
礼
記
』
と
『
呂
氏
春
秋
』
と
の
思
想
的

性
格
の
相
違
に
っ
い
て
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
用
兵
篇
の
場
合
に
は
更

に
、
董
尤
が
「
庶
人
の
貧
者
」
と
さ
れ
て
い
る
理
由
を
も
合
わ
せ
て
解
明
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
こ
で
次
章
で
は
、
『
大
戴
礼
記
』
全
体
へ
と
視
野
を
拡
大
し
、
用
兵
篇
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の
董
尤
観
と
『
大
戴
礼
記
』
全
体
の
思
想
的
特
色
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

第
三
章
　
『
大
戴
礼
記
』

の
人
聞
と
戦
争

　
用
兵
篇
で
は
、
聖
人
の
兵
と
乱
人
の
兵
と
が
峻
別
さ
れ
て
お
り
、
聖
人
の
兵
の
正

当
化
が
な
さ
れ
、
更
に
、
戦
争
と
人
間
と
の
密
接
な
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
そ

こ
で
、
そ
の
董
尤
観
の
真
相
を
解
明
す
る
た
め
の
諸
要
素
と
し
て
、
以
下
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

『
大
戴
礼
記
』
に
於
け
る
聖
人
観
薗
人
間
観
⑧
戦
争
観
を
順
に
取
り
上
げ
た
い
。

第
一
節
　
聖

　
先
ず
、
『
大
戴
礼
記
』
に
描
か
れ
る
聖
人
は
、
人
間
社
会
を
支
配
す
べ
き
超
越
的

存
在
と
し
て
登
場
す
る
。

　
　
　
宰
我
孔
子
に
問
ひ
て
日
く
、
昔
者
予
れ
諸
を
栄
伊
に
聞
け
り
、
言
ふ
黄
帝
三

　
　
　
百
年
と
。
請
ひ
問
ふ
黄
帝
と
は
人
な
る
か
、
抑
々
人
に
非
ざ
る
か
、
何
を
以

　
　
　
て
三
百
年
に
至
れ
る
か
と
。
…
…
孔
子
日
く
、
黄
帝
は
、
少
典
の
子
な
り
。

　
　
　
軒
韓
と
日
ふ
。
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
神
霊
あ
り
、
弱
に
し
て
能
く
言
ひ
、

　
　
　
幼
く
し
て
慧
斉
、
長
じ
て
敦
敏
、
成
り
て
聡
明
、
五
気
を
治
め
、
五
量
を
設

　
　
　
け
、
万
民
を
撫
し
、
四
方
を
度
り
、
熊
熊
魏
豹
虎
に
教
へ
、
以
て
赤
帝
と
版

　
　
　
泉
の
野
に
戦
ひ
、
三
た
び
戦
ひ
て
、
然
る
後
其
の
志
を
行
ふ
を
得
た
り
。
黄

　
　
　
　
ふ
ふ
つ

　
　
　
帝
繍
激
の
衣
、
大
帯
、
繍
裳
、
龍
を
乗
と
し
雲
を
展
と
し
て
、
以
て
天
地
の

　
　
　
紀
、
幽
明
の
故
、
死
生
の
説
、
存
亡
の
難
に
順
ふ
。
時
に
百
穀
草
木
を
播
し
、

　
　
　
故
に
教
化
し
て
鳥
獣
昆
虫
を
淳
し
、
日
月
星
辰
を
麻
離
し
、
土
石
金
玉
を
極

　
　
　
政
（
取
）
し
、
心
力
耳
目
を
労
し
、
水
火
材
物
を
節
用
す
。
生
き
て
民
其
の

　
　
　
　
　
　
軍
神
の
変
容
－
中
国
古
代
に
於
け
る
戦
争
論
の
展
開
と
董
尤
像
1
　
（
二
）

　
　
　
利
を
得
る
こ
と
百
年
、
死
し
て
民
其
の
神
を
畏
る
る
こ
と
百
年
、
亡
び
て
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

　
　
　
其
の
教
へ
を
用
ひ
る
こ
と
百
年
、
故
に
日
く
三
百
年
と
。
（
五
帝
徳
）
．

　
こ
の
五
帝
徳
篇
で
は
右
の
如
く
、
孔
子
の
弟
子
宰
我
が
、
黄
帝
は
人
間
か
、
三
百

年
生
き
た
と
い
う
の
は
本
当
か
、
と
問
う
。
こ
れ
に
答
え
て
孔
子
は
、
「
生
ま
れ
な

が
ら
に
し
て
神
霊
あ
り
」
「
龍
を
乗
と
し
雲
を
展
と
し
て
、
以
て
天
地
の
紀
、
幽
明

の
故
、
死
生
の
説
、
存
亡
の
難
に
順
ふ
」
と
い
う
超
人
的
黄
帝
像
を
提
示
す
る
。
ま

た
、
黄
帝
は
「
五
気
を
治
め
、
五
量
を
設
け
、
万
民
を
撫
し
、
四
方
を
度
」
っ
て
世

界
の
基
礎
を
築
き
、
「
赤
帝
と
版
泉
の
野
に
戦
」
っ
て
勝
利
し
、
世
界
を
平
定
し
た

と
す
る
。
更
に
は
、
「
時
に
百
穀
草
木
を
播
し
、
故
に
教
化
し
て
鳥
獣
昆
虫
を
淳
し
、

日
月
星
辰
を
麻
離
し
、
土
石
金
玉
を
極
政
」
す
る
な
ど
万
民
の
教
化
と
世
界
の
文
明

化
に
努
め
た
と
述
べ
る
。
一
㌧
つ
し
た
黄
帝
像
を
基
に
、
孔
子
は
、
黄
帝
が
そ
の
死
後

を
も
含
め
て
三
百
年
間
、
長
く
世
界
に
影
響
を
与
え
続
け
た
の
だ
と
説
く
。

　
次
に
、
聖
人
と
は
何
ぞ
や
と
問
う
魯
の
哀
公
に
答
え
て
孔
子
は
次
の
如
く
述
べ
る
。

　
　
　
孔
子
対
へ
て
日
く
、
所
謂
聖
人
な
る
者
は
、
知
大
道
に
通
じ
、
変
に
応
じ
て

　
　
　
窮
ま
ら
ず
、
能
く
万
物
の
情
性
を
測
る
者
な
り
。
大
道
と
は
、
変
化
し
て
万

　
　
　
物
を
凝
成
す
る
所
以
の
者
な
り
。
情
性
な
る
者
は
、
然
不
然
鱈
取
舎
を
理
む

　
　
　
る
所
以
の
者
な
り
。
故
に
其
の
事
大
に
し
て
、
天
地
に
配
し
、
日
月
に
参
じ
、

　
　
　
雲
蜆
に
雑
は
り
、
万
物
を
総
要
し
て
、
穆
穆
純
純
た
り
。
其
の
之
に
能
く
循

　
　
　
ふ
莫
き
こ
と
、
天
の
司
の
之
を
能
く
職
る
莫
き
が
若
し
。
百
姓
淡
然
と
し
て

　
　
　
其
の
善
を
知
ら
ず
。
此
く
の
若
け
れ
ば
則
ち
聖
人
と
謂
ふ
可
し
。
（
哀
公
問

　
　
　
五
麺
一

　
こ
こ
で
説
か
れ
る
聖
人
は
、
「
（
そ
の
）
知
（
が
）
大
道
に
通
じ
」
万
民
を
支
配
す

る
為
政
者
で
あ
り
、
ま
た
、
「
天
地
に
配
し
、
日
月
に
参
じ
、
雲
蜆
に
雑
」
わ
る
超

越
的
存
在
で
あ
る
と
い
う
点
に
於
て
、
前
記
の
黄
帝
像
と
類
似
す
る
。
更
に
ま
た
、

（
湯
浅
）
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軍
神
の
変
容
－
中
国
古
代
に
於
け
る
戦
争
論
の
展
開
と
董
尤
像
1
　
（
二
）

「
変
に
応
じ
て
窮
ま
ら
ず
」
「
百
姓
淡
然
と
し
て
其
の
善
を
知
ら
ず
」
の
如
く
、
道
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

の
「
道
」
や
聖
人
を
方
佛
と
さ
せ
る
要
素
も
備
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
四
代
篇
で
は
、
「
聖
人
何
を
か
尚
ぶ
」
と
い
う
哀
公
の
問
い
に
対
し
、
孔

子
は
次
の
如
く
答
え
る
。

　
　
　
子
日
く
、
天
徳
有
り
、
地
徳
有
り
、
人
徳
有
り
。
此
れ
三
徳
と
謂
ふ
。
三
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

　
　
　
率
ひ
行
は
れ
て
、
乃
ち
陰
陽
有
り
。
陽
を
徳
と
日
ひ
、
陰
を
刑
と
日
ふ
。

即
ち
、
聖
人
は
「
天
徳
」
「
地
徳
」
「
人
徳
」
の
「
三
徳
」
を
尊
び
、
そ
し
て
、
そ
の

三
徳
に
通
じ
た
聖
人
は
、
「
陰
」
「
陽
」
す
な
わ
ち
「
刑
」
「
徳
」
を
両
傭
し
て
い
る

と
説
く
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
諸
志
篇
で
も
、
「
天
物
を
生
じ
、
地
物
を
養
ひ
、
物
備
は
り
興
り
て
時
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

常
に
節
あ
る
を
、
聖
人
と
日
ふ
」
の
如
く
、
万
物
の
生
産
と
調
節
を
把
握
す
る
者
を

「
聖
人
」
と
定
義
し
て
い
る
。

　
ま
た
「
聖
」
概
念
自
本
に
つ
い
て
も
、
同
じ
く
四
代
篇
に
於
て
、
「
子
日
く
、
聖

は
知
の
華
な
り
。
知
は
仁
の
実
な
り
。
仁
は
信
の
器
な
り
。
信
は
義
の
重
な
り
。
義

　
　
　
　
　
（
2
3
）

は
利
の
本
な
り
」
の
如
く
、
「
聖
」
は
「
仁
」
「
信
」
「
義
」
な
ど
の
上
位
に
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
『
大
戴
礼
記
』
に
登
場
す
る
聖
人
は
、
そ
の
超
越
的
能
力
に
よ
っ

て
世
界
を
統
治
す
る
存
在
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

第
二
節
　
人

間

　
そ
れ
で
は
、
そ
の
聖
人
に
統
治
さ
れ
る
側
の
人
間
を
、
『
大
戴
礼
記
』
は
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
『
大
戴
礼
記
』
が
儒
家
的
文
献
で
あ
る
と
の
前
提

か
ら
直
ち
に
想
起
さ
れ
る
の
は
、
孟
子
や
荷
子
の
性
説
で
あ
る
。
孟
子
は
、
善
な
る

（
湯
浅
）性

が
全
て
の
人
間
に
先
天
的
に
付
与
さ
れ
て
い
る
と
説
き
、
ま
た
、
荷
子
も
、
眼
前

の
悪
は
学
問
や
礼
に
よ
る
規
制
な
ど
の
後
天
的
努
力
に
よ
っ
て
善
に
変
化
し
得
る
と

説
く
。
即
ち
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
遂
に
は
善
に
向
か
い
得
る
、
人
性
の
大
い
な
る

可
能
性
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
『
大
戴
礼
記
』
に
説
か
れ
る
人
間
は
、
必
ず
し
も
孟
子
や
筍
子

の
場
合
と
同
様
で
は
な
い
。
先
ず
、
次
の
四
代
篇
で
は
、
人
間
の
美
質
と
悪
質
の
存

在
を
指
摘
す
る
。

　
　
　
蓋
し
人
知
る
可
き
者
有
り
。
貌
色
声
に
衆
く
美
有
ら
ば
、
必
ず
美
質
其
の
中

　
　
　
に
在
る
者
有
り
。
貌
色
声
に
衆
く
悪
有
ら
ば
、
必
ず
悪
質
其
の
中
に
在
る
者

　
　
　
　
（
別
）

　
　
　
有
り
。

　
即
ち
、
人
に
内
在
す
る
美
質
⑧
悪
質
は
「
貌
色
声
」
の
美
悪
と
な
っ
て
発
露
す
る

と
言
う
の
で
あ
る
。
但
し
、
こ
の
美
質
⑧
悪
質
が
如
何
な
る
程
度
の
も
の
か
、
つ
ま

り
、
人
間
の
本
性
の
美
悪
を
言
っ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
単
に
「
貌
色
声
」
の
素

質
を
言
う
に
過
ぎ
な
い
の
か
、
今
一
っ
判
然
と
し
な
い
。

　
し
か
し
、
次
の
虞
戴
徳
篇
に
於
け
る
人
間
は
、
聖
人
に
よ
る
教
化
を
期
待
し
得
な

い
存
在
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
は

　
　
　
是
の
故
に
聖
人
の
民
に
教
ふ
る
や
、
其
の
近
く
し
て
見
る
る
者
を
以
て
し
、

　
　
　
其
の
遠
く
し
て
明
ら
か
な
る
者
を
稽
ふ
。
天
事
を
明
と
日
ひ
、
地
事
を
昌
と

　
　
　
日
ひ
、
人
事
を
比
と
日
ひ
、
両
つ
な
が
ら
に
し
て
以
て
慶
な
り
。
此
の
三
者

　
　
　
に
違
ふ
、
之
を
愚
民
と
謂
ふ
。
愚
民
を
姦
と
日
ひ
、
姦
は
必
ず
諌
す
。
是
を

　
　
　
以
て
天
下
平
か
に
し
て
国
家
治
ま
り
、
民
も
亦
た
貸
る
こ
と
無
し
。
小
に
居

　
　
　
り
て
は
約
な
ら
ず
、
大
に
居
り
て
は
則
ち
治
ま
る
。
衆
け
れ
ば
則
ち
集
ま
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
は
ら

　
　
　
寡
な
け
れ
ば
則
ち
繧
ぐ
。
祀
れ
ば
則
ち
福
を
得
、
以
て
征
す
れ
ば
則
ち
服
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

　
　
　
此
れ
唯
だ
官
は
民
の
上
徳
な
り
。



9
　
右
の
如
く
、
虞
戴
徳
篇
は
、
「
天
事
1
1
明
」
「
地
事
1
1
昌
」
「
人
事
1
1
比
」
に
違
反

す
る
者
を
「
愚
民
」
と
定
義
し
、
更
に
「
愚
民
を
姦
と
日
ひ
、
姦
は
必
ず
諌
す
」
と
、

聖
人
に
よ
る
教
化
を
期
待
し
得
ぬ
姦
者
は
必
諌
の
対
象
に
な
る
と
説
く
。
即
ち
、
孟

子
や
萄
子
の
如
く
、
民
の
本
性
に
期
待
を
寄
せ
る
の
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
愚
民
を

諌
伐
排
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
「
天
下
平
か
に
し
て
国
家
治
ま
」
る
と
言
う

の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
「
愚
民
」
と
対
極
を
な
す
の
が
「
良
民
」
で
あ
る
。
千
乗
篇
で
は
、

「
夫
れ
政
以
て
百
姓
を
教
へ
、
百
姓
斉
ひ
て
以
て
善
を
嘉
み
す
。
故
に
嚢
倭
生
ぜ
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

此
を
之
れ
良
民
と
謂
ふ
」
と
「
良
民
」
を
定
義
し
て
い
る
。
即
ち
、
『
大
戴
礼
記
』

に
於
て
は
、
教
化
の
対
象
た
り
得
る
「
良
民
」
と
、
教
化
を
期
待
で
き
ず
諌
伐
の
対

象
と
さ
れ
る
「
愚
民
」
と
が
、
異
種
の
人
間
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
聖
人
の
統
治
に
つ
い
て
も
、
こ
う
し
た
人
間
像
を
反
映
し
て
、
次
の
如

く
説
か
れ
る
。

　
　
　
民
威
悪
を
廃
し
て
良
に
進
み
、
上
善
を
誘
ひ
て
罰
を
行
な
ひ
、
百
姓
仁
を
尽

　
　
　
く
し
て
遂
に
之
に
安
ん
ず
。
此
れ
古
の
明
制
の
天
下
を
治
む
る
な
り
。
仁
者

　
　
　
を
聖
と
為
し
、
貴
は
次
に
、
力
は
次
に
、
美
は
次
に
、
射
御
は
次
な
り
。
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

　
　
　
の
天
下
を
治
む
る
者
は
必
ず
聖
人
な
り
。
（
語
志
）

　
即
ち
、
民
は
「
悪
を
廃
し
て
良
に
進
」
む
も
の
と
は
言
え
、
そ
こ
に
は
「
罰
を
行

な
」
う
と
い
う
手
段
も
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
次
の
文
王
官
人
篇
で
は
、
「
非
誠
質
者
」
「
貧
郡
者
」
な
ど
、
悪
人
の
存
在

を
前
提
と
し
た
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
　
⑧
四
に
日
く
、
民
に
五
性
有
り
。
喜
怒
欲
擢
憂
な
り
。
喜
気
内
に
畜
ふ
れ
ば
、

　
　
　
之
を
隠
さ
ん
と
欲
す
と
難
も
、
陽
喜
必
ず
見
は
る
。
怒
気
内
に
蓄
ふ
れ
ば
浅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

　
　
　
之
を
隠
さ
ん
と
欲
す
と
難
も
、
陽
怒
必
ず
見
は
る
。

　
　
⑧
五
に
日
く
、
生
民
に
陰
陽
有
り
。
人
多
く
其
の
情
を
隠
し
、
其
の
偽
を
飾
り
、

　
　
　
以
て
物
に
頼
り
、
以
て
其
の
名
を
攻
む
る
も
の
有
る
な
り
。
仁
質
に
隠
る
る

　
　
　
者
有
り
、
知
理
に
隠
る
る
者
有
り
、
文
芸
に
隠
る
る
者
有
り
、
廉
勇
に
隠
る

　
　
　
る
者
有
り
、
忠
孝
に
隠
る
る
者
有
り
、
交
友
に
隠
る
る
者
有
り
、
此
く
の
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

　
　
　
き
者
、
察
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。

　
　
㊧
六
に
日
く
、
言
行
類
せ
ず
、
終
始
相
惇
り
、
陰
陽
克
く
易
は
り
、
外
内
合
せ

　
　
　
ず
、
隠
節
有
り
と
難
も
行
な
ひ
に
見
る
る
を
、
誠
質
に
非
ざ
る
者
と
日
ふ
な

　
　
　
一
・
。
一
。

　
　
　
り

　
こ
こ
で
は
、
民
の
「
五
性
」
と
し
て
「
喜
怒
欲
擢
憂
」
を
挙
げ
、
人
は
「
多
く
其

の
情
を
隠
し
、
其
の
偽
を
飾
り
、
以
て
物
に
頼
り
、
以
て
其
の
名
を
攻
む
る
」
も
の

で
あ
る
と
警
告
し
、
ま
た
、
多
様
な
人
間
像
を
列
挙
す
る
中
で
、
「
誠
質
に
非
ざ
る

者
」
を
初
め
、
「
貧
郡
な
る
者
」
「
偽
詐
す
る
者
」
「
誠
志
無
き
者
」
な
ど
の
存
在
を

指
摘
し
、
官
人
登
用
の
際
の
留
意
点
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
『
大
戴
礼
記
』
は
、
聖
人
の
教
化
を
期
待
で
き
ぬ
人
間
の
存
在
を

認
め
、
そ
れ
ら
を
否
定
的
に
列
挙
し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
人
間
に
対
す

る
有
効
な
手
段
と
し
て
、
刑
罰
や
諌
伐
が
正
当
化
さ
れ
る
の
も
、
ま
た
当
然
の
帰
結

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

第
三
節
　
戦

　
そ
こ
で
、
次
に
『
大
戴
礼
記
』
の
戦
争
観
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
前
記
の
用
兵
篇
同

様
、
武
力
の
具
備
と
そ
の
子
使
の
正
当
性
を
主
張
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
ね

　
　
　
公
日
く
、
善
き
か
な
、
天
を
以
て
民
に
教
ふ
れ
ば
、
以
て
班
く
す
可
き
か
。

　
　
　
子
日
く
、
可
な
る
か
な
。
可
な
る
と
難
も
由
ら
ざ
る
あ
り
。
此
を
以
て
上
知

軍
神
の
変
容
－
中
国
古
代
に
於
け
る
戦
争
論
の
展
開
と
董
尤
像
1
　
（
二
）

（
湯
浅
）



軍
神
の
変
容
－
中
国
古
代
に
於
け
る
戦
争
論
の
展
開
と
董
尤
像
1
　
（
二
）

（
湯
浅
）
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の
斧
鐵
を
行
ふ
所
以
な
り
。
父
の
子
に
於
け
る
や
、
天
な
り
。
君
の
臣
に
於

　
　
　
け
る
や
、
天
な
り
。
子
に
し
て
父
に
事
へ
ざ
る
有
り
、
臣
に
し
て
君
に
事
へ

　
　
　
ざ
る
有
り
。
是
れ
天
に
反
き
て
行
な
ひ
を
到
（
逆
）
に
す
る
に
非
ざ
る
や
。

　
　
　
故
に
子
に
し
て
父
に
事
へ
ざ
る
有
ら
ば
、
不
順
な
り
。
臣
に
し
て
君
に
事
へ

　
　
　
ざ
る
有
ら
ば
、
必
ず
刃
す
。
天
に
順
ひ
て
刑
を
作
し
、
地
庶
物
を
生
ず
。
是

　
　
　
の
故
に
聖
人
の
民
に
教
ふ
る
や
、
天
に
率
ひ
て
地
を
祖
と
し
、
能
く
民
の
徳

　
　
　
を
用
ふ
。
是
を
以
て
高
く
挙
ぐ
る
も
天
を
過
ぎ
ず
、
深
く
慮
る
も
地
を
過
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

　
　
　
ず
、
知
を
質
と
し
て
仁
を
好
み
、
能
く
民
の
力
を
用
ふ
。
（
虞
戴
徳
）

　
こ
こ
で
は
、
「
天
を
以
て
民
に
教
ふ
れ
ば
、
以
て
班
く
す
可
き
か
」
と
の
哀
公
の

問
い
に
対
し
、
孔
子
は
「
可
な
る
と
難
も
由
ら
ざ
る
あ
り
」
と
答
え
る
。
即
ち
、
天

の
在
り
方
に
沿
っ
た
教
化
を
行
な
う
な
ら
ば
民
を
統
治
し
得
る
が
、
中
に
は
必
ず
し

も
そ
れ
に
従
わ
ぬ
者
も
い
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
民
に
対
し
て
は
、
「
此

を
以
て
上
知
の
斧
鐵
を
行
ふ
所
以
な
り
」
と
刑
罰
執
行
の
必
然
性
を
主
張
す
る
。
ま

た
民
の
み
な
ら
ず
、
「
臣
に
し
て
君
に
事
へ
ざ
る
」
者
も
、
必
諌
の
対
象
に
な
る
と

述
べ
る
。

　
　
　
天
子
朔
を
諸
侯
に
告
げ
、
天
道
に
率
ひ
て
敬
ん
で
之
を
行
ひ
、
以
て
威
を
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た

　
　
　
下
に
示
す
な
り
。
諸
侯
は
貢
を
天
子
に
内
れ
、
名
に
率
ひ
て
地
実
を
籔
す
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

　
　
　
り
。
是
を
以
て
至
ら
ず
ん
ば
必
ず
諌
す
。
（
虞
戴
徳
）

　
即
ち
、
天
子
は
諸
侯
に
暦
を
授
け
、
天
道
に
順
い
人
事
を
遂
行
す
る
。
一
方
、
諸

侯
は
朝
貢
に
よ
っ
て
君
臣
の
名
実
を
正
し
、
天
子
へ
の
恭
順
の
意
を
表
明
す
る
。
故

に
そ
れ
を
怠
る
諸
侯
は
「
是
を
以
て
至
ら
ず
ん
ば
必
ず
諌
す
」
と
さ
れ
る
。

　
但
し
、
次
の
主
言
篇
で
は
、
為
政
に
於
け
る
「
道
」
「
徳
」
の
重
要
性
が
説
か
れ

て
お
り
、
「
斧
鐵
」
「
刃
し
「
刑
」
「
諌
」
等
の
必
要
性
を
主
張
す
る
右
の
諸
見
解
と
や

や
相
違
す
る
か
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
孔
子
日
く
、
吾
れ
女
に
語
げ
ん
、
道
と
は
徳
を
明
ら
か
に
す
る
所
以
な
り
。

　
　
　
徳
と
は
道
を
尊
ぷ
所
以
な
り
。
是
の
故
に
徳
に
非
ざ
れ
ば
尊
か
ら
ず
、
道
に

　
　
　
非
ざ
れ
ば
明
か
な
ら
ず
。
国
を
有
っ
と
難
も
、
教
へ
ざ
れ
ば
服
せ
ず
、
以
て

　
　
　
千
里
を
取
る
可
か
ら
ず
。
博
地
衆
民
を
有
つ
と
難
も
、
其
の
地
を
以
て
之
を

　
　
　
治
め
ざ
れ
ば
、
以
て
覇
主
た
る
可
か
ら
ず
。
是
の
故
に
昔
者
明
主
内
に
七
教

　
　
　
を
修
め
、
外
に
三
至
を
行
ふ
。
七
教
修
り
て
以
て
守
る
可
く
、
三
至
行
は
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

　
　
　
て
以
て
征
す
可
し
。

　
こ
こ
で
は
確
か
に
、
「
国
を
有
つ
と
難
も
、
教
へ
ざ
れ
ば
服
せ
ず
」
と
、
徳
治
働

教
化
の
重
要
性
が
主
張
さ
れ
て
は
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
時
に
、
「
以
て
千
里

を
取
る
可
か
ら
ず
」
「
以
て
覇
主
た
る
可
か
ら
ず
」
「
以
て
征
す
可
し
」
の
如
く
、

「
覇
」
「
征
」
等
を
前
提
と
し
た
主
張
も
見
え
る
。

　
ま
た
v
次
の
主
張
も
、
一
見
、
孟
子
の
王
道
の
主
張
に
類
似
し
な
が
ら
も
、
最
終

的
に
は
軍
事
力
の
行
使
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
故
に
日
く
、
所
謂
天
下
の
至
仁
な
る
者
は
、
能
く
天
下
の
至
親
を
合
す
る
な

　
　
　
り
。
所
謂
天
下
の
至
知
な
る
者
は
、
能
く
天
下
の
至
和
を
用
ふ
る
な
り
。
所

謂
天
下
の
至
明
な
る
者
は
、
能
く
天
下
の
至
良
を
選
ぷ
な
り
と
。
此
の
三
者

成
通
じ
、
然
る
後
に
以
て
征
す
可
し
。
是
の
故
に
仁
と
は
人
を
愛
す
る
よ
り

大
な
る
は
莫
く
、
知
と
は
賢
を
知
る
よ
り
大
な
る
は
莫
く
、
政
と
は
賢
を
官

に
す
る
よ
り
大
な
る
は
莫
し
。
有
土
の
君
此
の
三
者
を
修
む
れ
ば
、
則
ち
四

海
の
内
撲
し
て
侯
ち
、
然
る
後
に
以
て
征
す
可
し
。
明
主
の
征
す
る
所
、
必

ず
道
の
廃
す
る
所
の
者
な
り
。
彼
道
を
廃
し
て
行
は
ず
、
然
る
後
に
其
の
君

を
謙
し
、
其
の
征
を
致
し
、
其
の
民
を
弔
ひ
て
其
の
財
を
奪
は
ざ
る
な
り
。

故
に
日
く
明
主
の
征
す
る
や
、
猶
ほ
時
雨
の
ご
と
し
。
至
れ
ば
則
ち
民
説
ぶ

と
。
是
の
故
に
施
を
行
ふ
こ
と
彌
々
博
く
、
親
を
得
る
こ
と
彌
々
衆
し
。
此
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（
3
4
）

　
　
　
れ
を
之
れ
椎
席
の
上
に
師
を
還
ら
す
と
謂
ふ
。
（
主
言
）

　
即
ち
、
こ
こ
で
も
、
天
下
の
「
至
仁
」
「
至
知
」
「
至
明
」
に
っ
い
て
論
ず
る
点
は
、

儒
家
の
徳
治
の
主
張
を
妨
佛
と
さ
せ
る
も
の
の
、
そ
の
主
旨
は
「
此
の
三
者
威
通
じ
、

然
る
後
に
以
て
征
す
可
し
」
と
い
う
軍
事
力
の
発
動
に
あ
る
。
そ
し
て
、
「
明
主
の

征
す
る
所
、
必
ず
道
の
廃
す
る
所
の
者
な
り
」
と
、
・
征
伐
の
正
当
性
を
主
張
す
る
。

こ
の
点
は
、
諌
伐
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
諸
侯
を
、
正
義
の
名
の
下
に
征
伐
す
る
と
い

う
、
用
兵
篇
の
主
張
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
『
大
戴
礼
記
』
は
、
教
化
を
期
待
で
き
ぬ
愚
民
や
、
道
を
廃
す
る

諸
侯
に
対
し
て
は
、
刑
罰
や
諌
伐
を
有
効
な
政
治
的
手
段
と
し
て
行
使
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

第
四
節
　
天

　
な
お
、
そ
の
際
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
う
し
た
人
事
と
天
道
と
の
関
係
で
あ
る
。

先
の
虞
戴
徳
篇
で
は
、
「
天
に
順
ひ
て
刑
を
作
し
、
地
庶
物
を
生
ず
」
と
、
刑
罰
の

施
行
が
「
天
」
に
従
う
も
の
で
あ
る
と
説
か
れ
て
お
り
、
ま
た
、
「
天
子
朔
を
諸
侯

に
告
げ
、
天
道
に
率
ひ
て
敬
ん
で
之
を
行
ひ
、
以
て
威
を
天
下
に
示
す
な
り
」
と
、

「
天
道
」
へ
の
因
循
が
重
視
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
『
大
戴
礼
記
』
に
於
て
は
、
戦

争
の
正
当
性
が
更
に
天
道
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
る
。
そ
こ
で
、
以
上
の
補
足
と
し
て
、
次
に
『
大
戴
礼
記
』
に
於
け
る
天
遣
観
を

取
り
上
げ
る
。

　
先
ず
、
『
大
戴
礼
記
』
が
天
道
を
貴
ぷ
べ
き
理
由
と
し
て
挙
げ
る
の
は
、
天
道
の

次
の
よ
う
な
性
格
で
あ
る
。

　
　
　
公
日
く
、
敢
て
問
ふ
、
君
何
ぞ
天
道
を
貴
ぶ
や
。
孔
子
対
へ
て
日
く
、
其
の

　
　
　
已
ま
ざ
る
を
貴
ぶ
。
日
月
の
西
東
に
相
従
ひ
て
已
ま
ざ
る
が
如
き
、
是
れ
天

　
　
　
道
な
り
。
其
の
久
し
き
を
閉
じ
ざ
る
は
、
是
れ
天
道
な
り
。
無
為
に
し
て
物

　
　
　
成
る
は
、
是
れ
天
道
な
り
。
已
に
成
り
て
明
ら
か
な
る
は
、
是
れ
天
道
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
的
）

　
　
　
（
哀
公
問
於
孔
子
）

　
哀
公
の
問
い
に
答
え
て
孔
子
は
、
天
道
の
「
已
ま
ざ
る
」
「
其
の
久
し
き
を
閉
じ

ざ
る
」
と
い
う
永
遠
の
運
動
、
「
無
為
に
し
て
物
成
る
」
「
已
に
成
り
て
明
ら
か
な
る
」

と
い
う
無
為
に
し
て
偉
大
な
る
生
産
を
、
「
天
道
を
貴
ぶ
」
理
由
と
し
て
掲
げ
る
。

こ
れ
は
、
「
天
は
長
く
地
は
久
し
」
（
『
老
子
』
第
七
章
）
、
「
無
為
に
し
て
而
も
為
さ

ざ
る
は
無
し
」
（
同
、
第
三
十
七
章
）
と
い
う
道
家
の
「
遺
」
を
術
沸
と
さ
せ
る
。

　
但
し
、
そ
の
天
道
は
、
更
に
次
の
如
く
、
陰
陽
鱈
四
時
の
交
替
⑧
運
行
な
ど
と
い

う
自
然
法
的
秩
序
と
し
て
論
じ
ら
れ
、
ま
た
、
人
事
と
の
密
接
な
関
係
が
強
調
さ
れ

る
。　

　
　
子
日
く
、
天
徳
有
り
、
地
徳
有
り
、
人
徳
有
り
、
此
れ
三
徳
と
謂
ふ
。
三
徳

　
　
　
率
ひ
行
は
れ
て
、
乃
ち
陰
陽
有
り
、
陽
を
徳
と
日
ひ
、
陰
を
刑
と
日
ふ
。
公

　
　
　
日
く
、
善
い
か
な
、
再
び
此
を
聞
か
ん
。
陽
徳
何
を
か
出
す
。
子
日
く
、
陽

　
　
　
徳
は
礼
を
出
し
、
礼
は
刑
を
出
し
、
刑
は
慮
を
出
し
、
慮
れ
ば
則
ち
事
を
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

　
　
　
く
に
節
し
て
、
声
を
遠
き
に
揚
ぐ
。
（
四
代
）

　
こ
こ
で
孔
子
は
、
陰
陽
と
刑
徳
と
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
、
「
陽
を
徳
と
日
ひ
、

陰
を
刑
と
日
ふ
」
と
の
対
応
関
係
を
述
べ
た
後
、
更
に
「
陽
徳
は
礼
を
出
し
、
礼
は

刑
を
出
」
す
と
の
前
後
関
係
を
明
示
す
る
。
即
ち
、
陰
爾
陽
と
い
う
自
然
を
規
範
と

し
て
、
礼
⑧
刑
と
い
う
人
間
世
界
の
秩
序
が
形
成
さ
れ
る
と
説
く
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
孔
子
は
、
「
政
天
に
率
は
ず
、
下
人
に
由
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
凡
そ
事
壊
れ

易
く
志
成
り
難
し
」
（
諮
志
）
と
周
の
太
史
の
言
を
引
用
し
て
、
政
事
は
天
の
側
に

因
循
し
な
け
れ
ば
成
就
し
な
い
と
述
べ
、
更
に
、
「
明
は
孟
な
り
。
幽
は
幼
な
り
。

軍
神
の
変
容
－
中
国
古
代
に
於
け
る
戦
争
論
の
展
開
と
董
尤
像
1
　
（
二
）

（
湯
浅
）
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軍
神
の
変
容
－
中
国
古
代
に
於
け
る
戦
争
論
の
展
開
と
董
尤
像
1
　
（
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
が
ひ

明
幽
は
雌
雄
な
り
。
雌
雄
迭
に
興
り
て
順
ひ
至
る
は
正
の
統
な
り
」
（
諸
志
）
と
虞

史
伯
夷
の
言
を
引
用
し
て
、
明
（
陽
）
1
孟
－
雌
、
幽
（
陰
）
1
幼
－
雄
と
の
対
応

関
係
を
示
し
、
日
月
の
運
行
に
表
象
さ
れ
る
雌
雄
（
陰
陽
）
の
交
替
を
「
正
の
統
」

と
高
く
評
価
す
る
。

　
ま
た
、
こ
の
陰
陽
の
他
、
四
時
と
人
事
と
の
対
応
に
つ
い
て
も
、
次
の
よ
う
に
説

く
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
が
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
　
司
徒
春
を
典
り
、
以
て
民
の
時
に
則
ら
ず
、
若
は
ず
、
令
か
ら
ざ
る
も
の
に

　
　
　
教
ふ
。
…
…
司
馬
は
夏
を
司
り
、
以
て
士
に
車
甲
を
教
ふ
。
…
…
司
憲
は
秋

　
　
　
を
司
り
、
以
て
獄
訟
を
聴
き
、
民
の
煩
乱
を
治
め
、
権
を
執
り
て
民
を
中
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

　
　
　
変
ず
。
…
…
司
空
は
冬
を
司
り
、
制
度
を
以
て
地
事
を
制
す
。
（
千
乗
）

　
こ
こ
で
は
、
司
徒
働
司
馬
魎
司
憲
㊧
司
空
の
職
務
が
各
々
春
夏
秋
冬
に
配
当
さ
れ
、

春
に
教
令
、
夏
に
教
練
、
秋
に
獄
訟
箇
刑
罰
、
冬
に
制
度
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

今
、
問
題
の
諌
伐
に
関
し
て
言
え
ば
、
そ
の
秋
の
項
に
於
て
、
「
五
兵
及
び
木
石
を

鰭
る
を
賊
と
日
ふ
。
中
情
を
以
て
出
だ
す
、
小
な
る
を
間
と
日
ひ
、
大
な
る
を
講
と

日
ふ
。
利
辞
以
て
属
を
乱
す
を
譲
と
日
ひ
、
財
を
以
て
長
に
投
ず
る
を
貸
と
日
ふ
。

凡
そ
天
子
の
禁
を
犯
せ
ば
、
刑
を
陳
ね
て
辞
を
制
し
、
以
て
国
民
の
上
の
教
へ
に
率

　
　
　
　
　
　
（
鎚
）

は
ざ
る
者
を
追
ふ
」
と
説
か
れ
て
い
る
。
即
ち
、
悪
賊
の
討
伐
は
決
し
て
為
政
者
の

窓
意
的
行
為
で
は
な
く
、
四
時
と
い
う
自
然
法
的
秩
序
に
基
づ
く
義
挙
で
あ
る
と
主

張
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

　
同
様
に
、
「
其
の
信
に
於
け
る
や
、
四
時
春
秋
冬
夏
の
如
し
」
（
主
言
）
と
、
人
事

の
「
信
」
を
四
時
の
運
行
に
求
め
ん
と
す
る
発
想
も
見
え
る
。

　
一
方
、
こ
う
し
た
天
道
の
在
り
方
に
人
事
が
違
反
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
が
日
月

星
辰
な
ど
の
異
変
と
な
っ
て
発
現
す
る
、
と
の
思
考
も
見
え
る
。

　
　
　
聖
人
国
を
有
て
ば
、
則
ち
日
月
食
せ
ず
、
星
辰
唄
ち
ず
、
勃
海
運
ら
ず
、
河

（
湯
浅
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
つ
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
と
ど

　
　
　
満
ち
溢
れ
ず
、
川
沢
蜴
き
ず
、
山
崩
解
せ
ず
、
陵
谷
に
施
ら
ず
、
川
浴
処
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
如
）

　
　
　
ら
ず
、
深
淵
澗
れ
ず
。
（
諸
志
）

　
即
ち
、
聖
人
が
統
治
す
る
際
に
は
、
日
食
⑧
月
食
爾
唄
石
な
ど
の
異
変
、
河
川
の

氾
濫
、
干
魅
、
山
崩
れ
な
ど
の
災
害
は
生
じ
な
い
と
説
く
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、

天
と
人
事
の
間
に
密
接
不
可
分
の
関
係
が
あ
る
と
す
る
思
考
、
ま
た
、
人
間
の
悪
事

と
天
体
⑧
自
然
現
象
の
変
異
働
災
害
と
が
対
応
す
る
と
の
意
識
が
認
め
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
『
大
戴
礼
記
』
に
於
て
は
、
陰
陽
⑧
四
時
を
具
体
的
内
容
と
す
る

自
然
法
的
秩
序
と
人
事
と
の
相
関
関
係
が
説
か
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
前
記
の
聖
人

に
よ
る
軍
事
活
動
に
つ
い
て
も
、
そ
の
正
当
性
は
こ
う
し
た
天
道
観
に
よ
っ
て
更
な

る
保
証
を
与
え
ら
れ
て
い
る
可
能
生
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
、
本
章
で
は
洩
『
大
戴
礼
記
』
に
於
け
る
聖
人
観
亀
人
間
観
璽
戦
争
観
顧
天

道
観
を
分
析
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
『
大
戴
礼
記
』
に
は
、
超
越
的
存
在
と
し
て

人
間
社
会
を
統
治
す
べ
き
聖
人
が
、
教
化
を
期
待
で
き
ぬ
悪
質
を
持
つ
愚
民
⑧
姦
者

を
、
天
道
に
よ
る
保
証
の
下
、
軍
事
力
を
行
使
し
て
処
罰
⑧
討
伐
す
る
、
と
の
基
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

的
構
図
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
か
と
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
儒
家
の
文
献
と
さ
れ
る
『
大
戴
礼
記
』
も
、
軍
事
に
関
し
て
は
、

む
し
ろ
積
極
的
な
用
兵
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
点
、
先
に
検
討
し
た

『
呂
氏
春
秋
』
と
類
似
す
る
性
格
を
持
つ
と
言
え
よ
う
。
従
っ
て
、
『
大
戴
礼
記
』
に

よ
る
董
尤
作
兵
説
の
否
定
に
関
し
て
も
、
や
は
り
『
呂
氏
春
秋
』
と
同
じ
く
、
そ
の

用
兵
思
想
を
反
映
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
董
尤
作
兵
説
が
否
定
さ
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
既
に
斉
思
和
「
黄

　
　
　
　
　
（
4
2
）

帝
之
制
器
故
事
」
の
言
及
が
あ
る
。
斉
思
和
は
、
黄
帝
伝
説
が
成
立
す
る
背
景
と
し
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て
、
聖
人
が
世
界
の
諸
制
度
爾
諸
器
物
を
創
造
し
た
と
い
う
観
念
の
成
立
を
指
摘
し
、

『
大
戴
礼
記
』
が
董
尤
作
兵
伝
説
を
否
定
す
る
の
も
、
聖
人
に
非
ざ
れ
ば
器
（
こ
の

場
合
は
武
器
）
を
制
す
る
能
わ
ず
と
い
う
観
念
に
よ
る
と
説
く
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
前
記
の
如
く
、
『
大
戴
礼
記
」
に
於
て
は
、
董
尤
作
兵
が
否
定

さ
れ
る
代
わ
り
に
、
黄
帝
作
兵
が
主
張
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
「
人
生
ま
れ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も

が
ら
に
し
て
喜
怒
有
り
。
故
に
兵
の
作
る
や
民
と
皆
に
生
ず
」
と
、
武
器
⑱
戦
争
は
、

五
帝
の
登
場
を
逢
か
に
遡
る
人
間
の
誕
生
と
と
も
に
あ
っ
た
と
論
じ
て
い
た
。
確
か

に
、
黄
帝
伝
説
の
側
で
は
、
聖
王
製
器
の
観
念
が
強
く
作
用
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、

こ
の
用
兵
篇
に
於
け
る
董
尤
は
、
そ
う
し
た
聖
王
製
器
伝
説
と
は
無
縁
な
文
脈
の
上

に
登
場
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
董
尤
作
兵
説
の
否
定
に
つ
い
て
は
、
や
は

り
、
『
呂
氏
春
秋
』
蕩
兵
篇
と
同
様
の
理
由
、
即
ち
「
兵
」
の
必
然
性
鰯
正
当
性
の

主
張
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
但
し
、
こ
の
見
解
の
中
で
、
聖
王
製
器
伝
説
の
成
立
と
い
う
聖
人
観
の
変
化
が
董

尤
像
の
変
化
に
影
響
を
与
え
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
点
は
、
次
な
る
課
題
を
解
決
す

る
際
の
一
つ
の
手
掛
か
り
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
以
上
の
分
析
を
踏
ま
え
、

次
章
で
は
、
『
大
戴
礼
記
』
が
董
尤
を
「
庶
人
の
貧
者
」
と
し
た
理
由
に
つ
い
て
考

察
を
加
え
て
み
た
い
。

第
四
章
　
峯
尤
と
黄
帝
の
関
係

　
多
く
の
神
話
伝
説
が
、
董
尤
を
天
子
爾
諸
侯
な
ど
高
位
の
為
政
者
と
す
る
の
に
対

し
て
、
『
大
戴
礼
記
』
の
み
は
、
董
尤
を
「
庶
人
の
貧
者
」
と
し
て
い
た
。
本
章
で

は
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
右
の
考
察
結
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
更
に
聖
人
観
の
変
化

や
黄
帝
神
話
箇
董
尤
神
話
の
関
係
に
留
意
し
て
検
討
す
る
。

第
一
節
武
器
製
造
伝
説

　
黄
帝
⑧
董
尤
の
関
係
を
分
析
す
る
第
一
の
観
点
は
、
武
器
製
造
伝
説
で
あ
る
。
董

尤
作
兵
説
に
つ
い
て
は
既
に
検
討
し
た
如
く
、
「
兵
」
を
武
器
と
定
義
し
、
董
尤
を

武
器
の
創
始
者
と
す
る
立
場
が
多
数
存
在
し
た
。
漢
代
画
像
石
に
描
か
れ
る
武
器
を

携
え
た
董
尤
像
は
、
正
に
こ
う
し
た
観
念
を
反
映
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
ま
た
一

方
、
斉
思
和
が
指
摘
す
る
如
く
、
あ
ら
ゆ
る
文
物
を
聖
王
の
所
産
と
す
る
聖
王
製
器

伝
説
も
存
在
し
た
。
そ
こ
で
は
、
五
帝
の
筆
頭
た
る
黄
帝
も
、
主
要
な
器
物
の
一
つ

で
あ
る
武
器
の
創
始
者
と
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
両
者
の
関
係
は
、
先
ず
、

こ
の
武
器
製
造
と
い
う
点
に
於
て
最
も
鮮
明
に
表
出
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
種
々
の
兵
器
の
起
源
に
関
す
る
諸
伝
説
を
基
に
、
董
尤
⑧

黄
帝
と
兵
器
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

　
先
ず
、
董
尤
の
創
始
と
さ
れ
る
武
器
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　
　
⑧
五
兵
（
文
㊧
畏
紬
戟
⑧
酋
矛
鶴
夷
矛
）
（
『
呂
氏
春
秋
』
蕩
兵
篇
）

　
　
⑧
剣
戟
矛
鎧
（
『
管
子
』
地
数
篇
）

　
こ
れ
に
対
し
て
、
黄
帝
あ
る
い
は
他
の
聖
王
を
起
源
と
す
る
武
器
は
、
次
の
如
く

で
あ
る
。

　
　
⑧
黄
鐵
…
玄
女
が
黄
帝
に
授
与
（
『
黄
帝
内
伝
』
）

　
　
⑧
兜
務
金
…
玄
女
が
黄
帝
に
授
与
（
『
黄
帝
内
伝
』
）

　
　
⑧
牙
旗
…
黄
帝
（
『
黄
帝
出
軍
決
』
）

　
　
爾
弓
矢
…
『
太
白
陰
経
』
で
は
庖
義
、
『
易
』
繋
辞
伝
で
は
黄
帝
⑧
尭
㊧
舜
、

　
　
　
　
　
　
『
山
海
経
』
海
内
経
で
は
少
昊
の
子
般
、
『
世
本
』
で
は
黄
帝
の
臣

　
　
　
　
　
　
下
の
牟
夷
と
揮
、
『
墨
子
』
非
需
篇
で
は
弄
、
『
筍
子
』
解
蔽
篇
で
は

軍
神
の
変
容
－
中
国
古
代
に
於
け
る
戦
争
論
の
展
開
と
董
尤
像
1
　
（
二
）

（
湯
浅
）



軍
神
の
変
容
－
中
国
古
代
に
於
け
る
戦
争
論
の
展
開
と
董
尤
像
－
　
（
二
）

（
湯
浅
）

14

　
　
　
　
　
　
僅
と
浮
遊
、
『
呂
氏
春
秋
』
勿
躬
篇
で
は
夷
弄
、
『
礼
記
』
射
儀
篇
で

　
　
　
　
　
　
は
揮
。

　
　
⑧
六
轟
…
玄
女
が
黄
帝
に
授
与
（
『
黄
帝
内
伝
』
）

　
　
⑧
五
方
旗
…
黄
帝
（
『
黄
帝
内
伝
』
『
通
典
』
）

　
　
⑧
鉦
…
玄
女
が
黄
帝
に
授
与
（
『
黄
帝
内
伝
』
）

　
こ
の
よ
う
に
、
各
々
の
武
器
は
、
董
尤
を
起
源
と
す
る
も
の
、
黄
帝
あ
る
い
は
他

の
聖
王
を
起
源
と
す
る
も
の
、
に
二
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
従
っ
て
、
こ

れ
ら
の
武
器
に
っ
い
て
は
、
そ
の
伝
説
間
に
対
立
や
矛
盾
は
な
い
と
言
え
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
次
の
如
く
、
一
つ
の
武
器
に
つ
い
て
董
尤
憲
黄
帝
両
者
が
そ
の
起
源

と
さ
れ
て
い
る
場
合
も
見
え
る
。

　
　
⑧
衣
甲
…
『
太
白
陰
経
』
で
は
董
尤
、
『
黄
帝
内
伝
』
で
は
黄
帝
。

　
　
㊧
干
文
…
『
王
子
年
拾
遺
記
』
で
は
庖
義
、
『
呂
氏
春
秋
』
蕩
兵
篇
で
は
董
尤
。

　
　
⑧
刀
…
…
『
龍
魚
河
図
』
で
は
董
尤
、
『
漢
武
洞
冥
記
』
で
は
黄
帝
。

　
　
⑧
弩
…
…
『
古
史
考
』
で
は
黄
帝
、
『
龍
魚
河
図
』
で
は
董
尤
。

　
　
⑧
旗
幟
…
『
列
子
』
黄
帝
篇
で
は
黄
帝
、
『
太
白
陰
経
」
で
は
董
尤
、
『
黄
帝
内

　
　
　
　
　
　
伝
』
で
は
玄
女
が
黄
帝
に
授
与
。

　
こ
れ
ら
は
、
前
記
の
武
器
伝
説
と
は
異
な
り
、
黄
帝
璽
董
尤
が
並
立
あ
る
い
は
対

立
の
関
係
に
あ
る
。
即
ち
、
一
つ
の
武
器
に
関
し
て
、
董
尤
⑧
黄
帝
両
伝
説
が
拮
抗

状
態
に
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
更
に
次
の
如
く
、
こ
う
し
た
矛
盾
魑
対
立
を
解
消
せ
ん
と
す
る
よ
う
な
伝
説
も
存

在
す
る
。

　
　
　
上
古
庖
義
氏
の
時
、
弦
木
も
て
弓
と
為
し
、
剣
木
も
て
矢
と
為
す
。
神
農
氏

　
　
　
の
時
、
石
を
以
て
兵
と
為
し
、
…
…
黄
帝
の
時
、
玉
を
以
て
兵
と
為
す
。
董

　
　
　
尤
の
時
、
金
を
礫
し
て
兵
と
為
し
、
革
を
割
き
て
甲
と
為
し
、
始
め
て
五
兵

　
　
　
を
制
し
て
旗
幟
を
建
て
、
愛
鼓
を
樹
つ
。
（
『
太
平
御
覧
』
引
く
『
太
白
陰
経
』
）

　
こ
れ
は
、
既
に
第
一
章
で
取
り
上
げ
た
『
太
白
陰
経
』
の
所
伝
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
、
神
農
が
石
製
武
器
の
創
始
者
、
黄
帝
が
玉
製
武
器
の
創
始
者
、
そ
し
て
董
尤

が
金
属
製
武
器
の
創
始
者
と
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
歴
代
聖
王
と
董
尤
と
は
い
ず
れ

も
武
器
の
創
始
者
で
あ
る
が
、
そ
の
素
材
が
異
な
る
と
の
論
法
に
よ
っ
て
、
結
果
的

に
各
伝
説
を
矛
盾
な
く
統
合
し
得
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
同
様
に
、
『
世
本
』
も
、
「
童
尤
金
を
以
て
兵
器
を
作
る
」
（
『
太
平
御
覧
』
二

百
七
十
引
く
『
世
本
』
作
篇
）
と
記
し
て
お
り
、
こ
れ
を
受
け
て
『
事
物
紀
原
』
も
、

「
世
本
に
、
董
尤
金
を
以
て
兵
器
を
作
る
。
然
ら
ば
則
ち
兵
は
蓋
し
炎
帝
に
始
ま
り
、

而
し
て
金
を
鋒
し
て
刃
を
為
る
は
即
ち
董
尤
自
り
姶
ま
る
」
（
巻
九
）
と
の
結
論
を

導
い
て
い
る
。

　
更
に
、
前
稿
で
取
り
上
げ
た
『
管
子
』
地
数
篇
の
所
伝
も
、
他
の
神
話
伝
説
と
異

な
り
、
黄
帝
電
董
尤
を
君
臣
関
係
に
置
い
て
、
董
尤
が
黄
帝
の
た
め
に
金
属
を
用
い

て
武
器
を
創
作
し
た
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
黄
帝
と
戦
っ
た

董
尤
と
は
別
人
と
す
る
見
方
も
あ
る
が
、
或
い
は
こ
れ
も
、
『
太
白
陰
経
』
や
『
世

本
』
と
類
似
す
る
意
識
、
即
ち
黄
帝
幅
董
尤
両
伝
説
を
矛
盾
な
く
統
合
せ
ん
と
す
る

意
識
に
基
づ
く
記
述
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
武
器
製
造
伝
説
を
掲
げ
る
文
献
は
雑
駁
で
あ
り
、
そ
の
資
料
的
価

値
に
問
題
を
持
つ
も
の
も
あ
る
が
、
大
局
的
に
見
れ
ば
、
武
器
製
造
伝
説
に
関
し
て

は
、
主
と
し
て
董
尤
を
そ
の
起
源
と
す
る
系
統
と
、
黄
帝
を
起
源
と
す
る
系
統
と
が

並
存
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
そ
の
両
系
統
が
一
つ
の
武
器
を
め
ぐ
っ
て

対
立
⑧
並
立
関
係
に
あ
る
場
合
、
更
に
は
両
系
統
が
矛
盾
を
回
避
し
て
統
合
さ
れ
て

い
る
場
合
な
ど
、
多
様
な
伝
説
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
い
ず
れ
に

し
て
も
こ
の
よ
う
に
、
武
器
製
造
に
関
し
て
董
尤
は
、
黄
帝
に
比
肩
し
得
ぬ
微
力
な
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存
在
な
ど
で
は
な
く
、
黄
帝
と
そ
の
系
統
を
二
分
す
る
程
の
勢
力
を
持
つ
存
在
で
あ
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
二
節
軍
神
伝
説

　
第
二
に
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
軍
神
と
い
う
点
に
於
て
も
、
董
尤
は
黄
帝
に
匹
敵

す
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
次
の
諸
資
料
か
ら
推
察
さ
れ
る
。

　
先
ず
、
前
述
の
『
太
平
御
覧
』
引
く
『
龍
魚
河
図
』
で
は
、
黄
帝
は
董
尤
を
征
服

し
、
八
方
を
平
定
し
た
が
、
董
尤
の
死
後
も
擾
乱
は
止
ま
ず
、
黄
帝
は
董
尤
の
形
象

を
描
い
て
天
下
を
威
圧
し
た
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
董
尤
を
暴
虐
者
箇
反
逆
者

と
し
て
そ
の
末
路
を
見
せ
し
め
に
し
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
或

い
は
む
し
ろ
、
董
尤
に
対
す
る
畏
怖
⑧
畏
敬
の
念
を
黄
帝
が
利
用
し
た
と
い
う
意
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蝸
）

で
あ
る
可
能
性
も
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
遂
に
は
黄
帝
に
敗
れ
た
と
は
言
え
、
そ
の

卓
越
し
た
軍
事
的
力
量
に
対
し
て
、
古
代
人
が
単
な
る
恐
怖
⑧
嫌
悪
を
越
え
た
複
雑

な
情
念
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　
こ
う
し
た
軍
神
と
し
て
の
董
尤
像
が
様
々
に
展
開
し
て
行
っ
た
こ
と
は
、
既
に
先

行
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
如
く
で
あ
る
。
董
尤
が
棄
て
た
橿
樒
が
「
楓
木
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
仙
）

に
化
し
（
『
山
海
経
』
大
荒
南
経
）
、
雲
気
の
内
、
旗
の
形
に
類
似
し
軍
事
に
関
係
す

る
も
の
を
「
董
尤
旗
」
と
称
し
（
『
呂
氏
春
秋
』
明
理
、
『
史
記
』
天
官
書
、
『
晴
書
』

　
　
　
　
（
蛎
）

天
文
志
な
ど
）
、
頭
に
角
が
あ
っ
た
と
い
う
董
尤
の
形
状
に
因
ん
だ
遊
戯
を
「
董
尤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
蝸
）

戯
」
と
呼
ん
だ
（
『
述
異
記
』
巻
上
）
ほ
か
、
「
董
尤
の
血
」
「
董
尤
の
家
」
「
董
尤
の

骨
」
等
に
関
す
る
伝
説
は
、
全
て
こ
う
し
た
董
尤
に
対
す
る
情
念
を
反
映
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
軍
神
と
し
て
の
董
尤
は
、
単
に
民
衆
の
俗
信
と
し
て
言
仰
さ
れ
た
と

軍
神
の
変
容
－
中
国
古
代
に
於
け
る
戦
争
論
の
展
開
と
董
尤
像
1
　
（
二
）

い
う
訳
で
は
な
く
、
次
の
よ
う
に
、
秦
の
始
皇
帝
や
漢
の
高
祖
劉
邦
か
ら
も
、
言
わ

ば
公
的
な
祭
祠
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
　
　
是
に
於
て
始
皇
遂
に
東
の
か
た
海
上
に
遊
び
、
礼
を
行
ひ
て
名
山
大
川
及
び

　
　
　
八
神
を
祠
り
、
儘
人
羨
門
の
属
を
求
む
。
八
神
将
に
古
自
り
之
れ
有
り
て
、

　
　
　
或
い
は
日
く
太
公
以
来
之
を
作
る
。
斉
の
斉
為
る
所
以
は
、
天
斉
を
以
て
な

　
　
　
り
。
其
の
祀
絶
え
、
起
こ
る
時
を
知
る
莫
し
。
八
神
、
一
に
日
く
天
主
、
天

　
　
　
斉
を
祠
る
。
：
…
二
に
日
く
地
主
、
泰
山
鰯
梁
父
を
祠
る
。
…
…
三
に
日
く

　
　
　
兵
主
、
董
尤
を
祠
る
。
董
尤
は
東
平
陸
の
監
郷
、
斉
の
西
境
に
在
る
な
り
。

　
　
　
四
に
日
く
陰
主
、
三
山
を
祠
る
。
五
に
日
く
陽
主
、
之
禾
山
を
祠
る
。
六
に

　
　
　
日
く
月
主
、
莱
山
を
祠
る
。
…
…
七
に
日
く
日
主
、
盛
山
を
祠
る
。
…
…
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

　
　
　
に
日
く
四
時
主
、
瑛
邪
を
祠
る
。

　
先
ず
、
右
の
『
史
記
』
封
禅
書
に
於
て
、
董
尤
は
、
斉
の
八
神
の
内
の
第
三
「
兵

主
」
ど
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
地
を
巡
遊
し
た
始
皇
帝
も
こ
の
「
八
神
を
祠
」
っ
た
と

さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
次
の
如
く
、
高
祖
劉
邦
は
、
挙
兵
し
浦
公
と
な
る
に
及
ん
で
董
尤
を
浦
に
祠

り
、
天
下
を
平
定
し
た
後
、
董
尤
の
祠
を
長
安
に
建
立
さ
せ
た
と
い
う
。

　
　
　
高
祖
初
め
て
起
ち
、
豊
の
扮
楡
社
に
祈
り
、
浦
を
拘
へ
て
、
浦
公
と
為
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ん

　
　
　
則
ち
董
尤
を
祠
り
、
鼓
旗
に
嚢
す
。
遂
に
十
月
を
以
て
鰯
上
に
至
り
、
諸
侯

　
　
　
と
威
陽
を
平
げ
、
立
ち
て
漢
王
と
為
る
。
…
…
後
四
歳
、
天
下
已
に
定
ま
り
、

　
　
　
御
史
に
詔
し
、
豊
を
し
て
謹
ん
で
粉
楡
社
を
治
め
、
常
に
四
時
を
以
て
し
、

　
　
　
春
は
羊
麓
を
以
て
之
を
祠
ら
し
む
。
祝
官
を
し
て
董
尤
の
祠
を
長
安
に
立
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蝸
）

　
　
　
し
む
。
（
『
史
記
』
封
禅
書
）

　
更
に
、
劉
邦
の
強
兵
の
様
子
が
「
此
れ
董
尤
の
兵
、
人
の
力
に
非
ざ
る
な
り
」

　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

（
『
新
序
』
善
謀
下
）
と
表
現
さ
れ
、
馬
厳
が
武
器
庫
に
董
尤
を
祭
ら
せ
た
と
さ
れ
る

（
湯
浅
）
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軍
神
の
変
容
－
中
国
古
代
に
於
け
る
戦
争
論
の
展
開
と
董
尤
像
1
　
（
二
）

　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

（
『
後
漢
書
』
．
馬
援
伝
）
こ
と
な
ど
も
、
董
尤
が
偉
大
な
軍
神
と
し
て
公
的
に
祭
祀

さ
れ
、
畏
敬
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
董
尤
が
軍
神
と
し
て
畏
敬
さ
れ
、
公
的
祭
祀
の
対
象
に
も
な
っ
て

い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
黄
帝
の
神
格
の
一
部
を
侵
犯
す
る
こ
と
に
な
ら
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
か
。
何
故
な
ら
、
黄
帝
は
、
武
器
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
事
物
の
創
始
者
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

さ
れ
、
ま
た
後
の
兵
法
家
か
ら
兵
家
の
祖
と
仰
が
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
『
史
記
』
高
祖
本
紀
で
は
、
「
黄
帝
を
祠
り
、
董
尤
を
浦
庭
に

　
（
5
2
）

祭
り
」
と
、
先
の
封
禅
書
の
記
載
と
は
異
な
り
、
劉
邦
は
挙
兵
に
際
し
て
黄
帝
⑧
董

尤
の
両
神
を
祭
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
応
勘
は
、
「
左
伝
に
日
く
、
黄
帝
阪
泉
に
戦
ひ
、
以
て
天
下
を
定

む
。
董
尤
五
兵
を
好
む
。
故
に
之
を
祠
祭
し
て
福
祥
を
求
む
る
な
り
」
（
『
史
記
集
解
』

　
（
5
3
）

引
く
）
と
、
黄
帝
は
天
下
を
平
定
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
董
尤
は
「
五
兵
を
好
」

ん
だ
と
い
う
点
に
於
て
、
い
ず
れ
も
祭
祀
の
対
象
に
な
っ
た
と
説
明
す
る
。
こ
こ
に

は
、
黄
帝
㊧
董
尤
両
神
へ
の
祭
祀
が
矛
盾
し
た
行
為
で
あ
る
と
の
意
識
は
見
ら
れ
な

い
。
両
者
は
と
も
に
「
福
祥
」
を
求
め
得
る
神
格
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
後
の
兵
学
者
か
ら
、
黄
帝
が
兵
家
の
祖
と
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
董
尤
も
、

『
漢
書
』
芸
文
志
兵
形
勢
に
、
兵
書
『
董
尤
二
篇
』
が
記
さ
れ
、
更
に
、
『
晴
書
』
経

籍
志
に
、
両
者
の
名
称
を
併
記
し
た
『
黄
帝
董
尤
風
后
行
軍
秘
術
』
の
如
き
兵
書
が

　
　
　
　
　
　
　
（
刷
）

存
在
し
た
と
さ
れ
る
点
も
、
こ
う
し
た
事
情
を
物
語
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
董
尤
は
、
単
独
で
畏
敬
健
祭
祀
さ
れ
る
場
合
と
は
別
に
、
黄
帝
と

並
ん
で
祭
祀
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
そ
れ
は
、
先
の
武
器
製
造
伝
説
同
様
、
董
尤
⑧

黄
帝
両
神
話
の
拮
抗
状
態
を
反
映
す
る
現
象
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
節
　
董
尤
伝
説
関
係
地

（
湯
浅
）　

こ
う
し
た
状
況
を
補
足
す
る
も
の
と
し
て
、
第
三
に
、
董
尤
伝
説
の
関
係
地
域
に

注
目
し
て
お
き
た
い
。
前
節
の
『
史
記
』
封
禅
書
や
五
帝
本
紀
に
見
え
る
如
く
、
董

尤
は
斉
の
軍
神
と
さ
れ
、
ま
た
、
最
後
は
塚
鹿
の
地
に
戦
死
し
た
と
い
う
。
蛍
尤
神

話
の
関
係
地
と
し
て
先
ず
想
起
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
斉
と
塚
鹿
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
関
係
地
は
こ
れ
に
止
ま
ら
ず
、
か
な
り
広
範
な
地
域
に
展
開
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
既
に
蓑
珂
『
山
海
経
校
注
』
（
上
海

古
籍
出
版
社
、
一
九
八
○
年
）
は
董
尤
終
焉
の
地
が
各
地
に
分
散
し
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
が
、
今
、
そ
の
指
摘
を
参
考
に
し
、
更
に
諸
伝
記
載
の
関
系
地
を
整

理
し
て
み
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
先
ず
、
董
尤
が
「
兵
主
」
と
し
て
斉
の
地
に
祭
祀
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
明
ら
か

な
如
く
、
「
翼
州
」
「
太
原
」
「
中
翼
」
「
安
州
」
な
ど
、
董
尤
と
斉
地
域
と
の
関
係
を

示
す
資
料
は
多
数
に
上
る
。

　
　
爾
黄
帝
乃
令
魔
龍
攻
之
翼
州
之
野
。
（
『
山
海
経
』
大
荒
北
経
）

　
　
衝
（
黄
帝
）
樽
戟
執
於
中
糞
而
殊
之
、
麦
謂
之
解
（
三
西
省
解
県
）
。
（
『
路
史

　
　
　
後
紀
』
四
）

　
　
⑧
董
尤
乃
逐
帝
（
赤
帝
）
、
争
干
塚
鹿
之
河
（
阿
）
、
赤
帝
大
僑
、
乃
説
於
黄
帝
、

　
　
　
執
董
尤
殺
之
於
中
糞
、
．
用
名
之
日
絶
轡
之
野
。
（
『
逸
周
書
』
嘗
麦
篇
）

　
　
⑧
「
黄
帝
使
腰
龍
殺
董
尤
干
凶
黎
之
谷
」
。
或
日
、
斬
董
尤
干
中
翼
、
因
名
其

　
　
　
地
日
絶
轡
之
野
。
（
『
史
記
索
隠
』
引
皇
甫
諮
働
或
説
）

　
　
爾
大
荒
東
北
隅
中
、
有
山
名
日
凶
梨
土
丘
。
（
『
山
海
経
』
大
荒
東
経
）

　
　
⑧
軒
韓
之
初
立
也
、
有
董
尤
氏
、
兄
弟
七
十
二
人
、
銅
頭
鐵
額
、
食
鐵
石
、
軒

　
　
　
韓
諌
於
塚
鹿
之
野
、
董
尤
能
作
雲
霧
。
塚
鹿
今
在
翼
州
、
有
董
尤
神
。
俗
云

　
　
　
人
身
牛
蹄
四
目
六
手
、
今
翼
州
人
掘
地
得
鰯
駿
、
如
銅
鐵
者
、
即
董
尤
之
骨
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也
。
今
有
董
尤
歯
、
長
二
寸
、
堅
不
可
砕
、
秦
漢
間
説
董
尤
氏
、
耳
髪
如
剣

　
　
　
戟
、
頭
有
角
、
與
軒
韓
闘
、
以
角
触
人
、
人
不
能
向
。
今
糞
州
有
楽
名
董
尤

　
　
　
戯
。
其
民
雨
爾
三
三
、
頭
戴
牛
角
而
相
砥
、
漢
造
角
砥
戯
、
蓋
其
遺
製
也
。

　
　
　
（
『
述
異
記
』
巻
上
）

　
　
⑧
太
原
村
落
間
祭
董
尤
神
、
不
用
牛
頭
。
今
翼
州
有
董
尤
川
、
即
塚
鹿
之
野
。

　
　
　
漢
武
帝
時
太
原
有
董
尤
神
書
、
見
魏
足
地
首
口
、
疫
其
俗
、
遂
爲
立
祠
。

　
　
　
（
『
述
異
記
』
巻
上
）

　
ま
た
、
そ
の
周
辺
地
域
と
し
て
、
や
や
中
原
寄
り
の
、
「
東
平
」
「
寿
張
」
「
巨
野
」

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　
　
⑧
董
尤
家
在
東
平
郡
壽
張
縣
閾
銀
域
中
、
…
…
肩
碑
家
在
山
陽
郡
鍾
野
縣
重
聚

　
　
　
…
…
、
轡
言
黄
帝
與
董
尤
戦
於
塚
鹿
之
野
、
黄
帝
殺
之
、
身
麗
異
虜
、
故
別

　
　
　
葬
之
。
（
『
史
記
』
五
帝
本
紀
『
集
解
』
引
『
皇
覧
』
）

　
　
爾
於
是
始
皇
遂
東
遊
海
上
、
行
穫
祠
名
山
大
川
及
八
神
、
求
擢
人
羨
門
之
屡
。

　
　
　
八
神
將
自
古
而
有
之
、
或
日
太
公
以
來
作
之
。
齊
所
以
爲
斉
、
以
天
斉
也
。

　
　
　
其
祀
絶
、
莫
知
起
時
。
八
神
、
一
日
天
主
、
祠
天
斉
。
…
…
二
日
地
主
、
祠

　
　
　
泰
山
梁
父
。
…
…
三
日
兵
主
、
祠
董
尤
。
董
尤
在
東
平
陸
監
郷
、
齊
之
西
境

　
　
　
也
。
（
『
史
記
』
封
禅
書
）

　
こ
れ
ら
を
概
ね
中
国
の
東
方
お
よ
び
中
原
地
区
と
す
れ
ば
、
「
浦
」
「
宋
山
」
な
ど

は
南
方
に
、
「
長
安
」
「
解
州
」
な
ど
は
西
方
に
位
置
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
　
二
目
同
祖
初
起
、
穣
豊
粉
楡
社
。
狗
浦
、
爲
浦
公
、
則
祠
董
尤
、
翼
鼓
旗
。
遂
以

　
　
　
十
月
至
覇
上
、
與
諸
侯
平
成
陽
、
立
爲
漢
王
。
…
…
後
四
歳
、
天
下
已
定
、

　
　
　
詔
御
史
、
令
豊
謹
治
扮
楡
社
、
常
以
四
時
春
以
羊
麓
祠
之
。
令
祝
官
立
董
尤

　
　
　
之
祠
於
長
安
。
（
『
史
記
』
封
禅
書
）

　
　
⑧
衆
莫
敢
爲
、
乃
立
季
爲
浦
公
。
祠
黄
帝
、
祭
董
尤
於
浦
庭
、
而
嚢
鼓
旗
。

　
　
　
（
『
史
記
』
高
祖
本
紀
）

　
　
⑧
有
宋
山
者
、
…
…
有
木
生
山
上
、
名
日
楓
木
、
楓
木
、
董
尤
所
棄
其
桂
椿
、

　
　
　
是
謂
楓
木
。
（
『
山
海
経
』
大
荒
南
経
）

　
　
鰯
解
州
臨
皿
澤
方
二
十
里
、
久
雨
、
四
山
之
水
悉
注
其
中
、
未
嘗
溢
、
大
早
未
嘗

　
　
　
澗
、
演
色
正
赤
、
在
版
泉
之
下
、
僅
俗
謂
之
董
尤
血
。
（
『
夢
渓
筆
談
』
巻
二
、

　
　
　
辮
護
一
）

　
そ
し
て
、
黄
帝
⑧
董
尤
の
激
戦
地
と
さ
れ
る
「
琢
鹿
」
は
、
こ
れ
ら
の
諸
地
域
を

基
準
に
す
れ
ば
、
や
や
北
方
に
位
置
付
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
⑧
與
董
尤
戦
於
塚
鹿
之
野
。
（
『
史
記
』
五
帝
本
紀
）

　
　
璽
黄
帝
伐
塚
鹿
而
禽
蛍
尤
。
（
『
戦
国
策
』
秦
一
）

　
　
働
然
而
黄
帝
不
能
致
徳
、
與
董
尤
戦
於
塚
鹿
之
野
、
流
血
百
里
。
（
『
荘
子
』
盗

　
　
　
妬
）

　
　
㊧
晋
太
康
地
理
記
日
、
阪
泉
亦
地
名
也
。
泉
水
東
北
流
、
與
董
尤
泉
會
、
水
出

　
　
　
董
尤
域
、
城
無
東
面
、
魏
土
地
記
構
、
塚
鹿
東
南
六
百
里
有
董
尤
城
。

　
　
　
（
『
水
経
注
』
潔
水
）

　
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
は
、
時
代
的
な
相
違
洩
資
料
的
価
直
の
差
異
も
あ

り
、
一
概
に
論
ず
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。
ま
た
、
董
尤
と
最
も
関
わ
り
の
深
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

塚
鹿
の
位
置
自
体
に
つ
い
て
も
諸
説
が
あ
る
。
し
か
し
大
局
的
に
見
れ
ば
、
董
尤
は
、

そ
の
原
初
的
形
態
は
と
も
か
く
、
秦
漢
時
代
に
は
既
に
単
な
る
一
地
方
神
で
は
な
か
っ

た
事
実
が
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
か
く
の
如
く
、
董
尤
関
係
地
が
斉
を
中
心
に
し
な
が
ら
も
中
国
各
地
に
展
開
し
て

い
る
こ
と
は
、
先
の
武
器
製
造
伝
説
、
軍
神
云
説
の
存
在
と
共
に
、
そ
の
神
格
の
影

響
力
を
雄
弁
に
物
語
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

軍
神
の
変
容
－
中
国
古
代
に
於
け
る
戦
争
論
の
展
開
と
董
尤
像
1
　
（
二
）

（
湯
浅
）



軍
神
の
変
容
－
中
国
古
代
に
於
け
る
戦
争
論
の
展
開
と
董
尤
像
1
　
（
二
）

（
湯
浅
）
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第
四
節
　
　
『
荘
子
』
盗
妬
篇
の
聖
王
批
判

　
か
か
る
黄
帝
⑧
董
尤
両
神
の
拮
抗
状
態
を
踏
ま
え
、
第
四
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、

『
荘
子
』
盗
妬
篇
に
見
え
る
次
の
よ
う
な
聖
王
批
判
で
あ
る
。

　
　
　
神
農
の
世
、
…
…
此
れ
至
徳
の
隆
な
り
。
然
り
而
し
て
黄
帝
は
徳
を
致
す
能

　
　
　
は
ず
、
董
尤
と
塚
鹿
の
野
に
戦
ひ
、
流
血
百
里
。
発
舜
作
り
て
、
群
臣
を
立

　
　
　
て
、
湯
其
の
主
を
放
ち
、
武
王
村
を
殺
す
。
是
れ
自
り
の
後
、
強
を
以
て
弱

　
　
　
を
陵
ぎ
、
衆
を
以
て
寡
を
暴
す
。
湯
武
以
来
、
皆
乱
人
の
徒
な
り
。
…
…
世

　
　
　
の
高
し
と
す
る
所
は
、
黄
帝
に
若
く
は
莫
き
も
、
黄
帝
す
ら
尚
ほ
徳
を
全
う

　
　
　
す
る
能
は
ず
し
て
、
塚
鹿
の
野
に
戦
ひ
、
流
血
百
里
。
萬
は
不
慈
、
舜
は
不

　
　
　
孝
、
萬
は
偏
枯
、
湯
は
其
の
主
を
放
ち
、
武
王
は
村
を
伐
ち
、
文
王
は
美
里

　
　
　
に
拘
は
る
。
此
の
六
子
は
、
世
の
高
し
と
す
る
所
な
り
。
之
を
執
論
す
る
に
、

　
　
　
皆
利
を
以
て
其
の
真
を
惑
は
し
て
、
強
ひ
て
其
の
性
情
に
反
す
。
其
の
行
乃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

　
　
　
ち
甚
だ
差
ず
可
き
な
り
。

　
右
の
如
く
、
盗
妬
篇
は
、
神
農
に
つ
い
て
「
至
徳
の
隆
」
と
絶
賛
す
る
一
方
、
黄

帝
に
っ
い
て
は
「
徳
を
致
す
能
は
ず
」
と
評
し
、
童
尤
と
の
戦
い
は
、
そ
の
黄
帝
の

不
徳
が
齎
し
た
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
続
く
歴
代
聖
王
に
つ
い
て
も
、
「
尭

は
不
慈
、
舜
は
不
孝
、
萬
は
偏
枯
、
湯
は
其
の
主
を
放
ち
、
武
王
は
村
を
伐
ち
、
文

王
は
美
里
に
拘
は
る
」
と
こ
と
ご
と
く
批
判
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
『
荘
子
」
盗
妬
篇
は
、
儒
家
の
顕
彰
す
る
歴
代
聖
王
を
厳
し
く
批

判
し
、
黄
帝
箇
董
尤
の
戦
い
に
つ
い
て
も
、
董
尤
の
暴
虐
を
責
め
る
の
で
は
な
く
、

為
政
者
の
不
徳
が
戦
乱
を
齋
し
た
と
し
て
、
逆
に
黄
帝
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
他
の
董
尤
神
話
と
は
全
く
異
な
る
立
場
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
そ
れ
で
は
、
黄
帝
と
董
尤
を
め
ぐ
る
右
の
如
き
状
況
は
、
『
大
戴
礼
記
』
に
と
っ

て
如
何
な
る
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
5
7
）

　
楊
寛
「
中
国
上
古
史
導
論
」
が
既
に
指
摘
す
る
如
く
、
先
秦
早
期
の
思
想
的
状
況

を
反
映
す
る
文
献
『
詩
経
』
『
書
経
』
『
論
語
』
『
墨
子
』
『
孟
子
』
な
ど
に
は
ま
だ
黄

帝
は
登
場
し
な
い
。
儒
家
に
よ
る
黄
帝
の
本
格
的
な
取
り
込
み
が
始
ま
る
の
は
、
漢

代
以
降
で
あ
る
。
『
大
戴
礼
記
』
も
前
記
の
如
く
、
超
越
的
支
配
者
と
し
て
の
黄
帝

を
登
場
さ
せ
て
い
た
。
と
す
れ
ば
、
偉
大
な
黄
帝
像
を
掲
げ
儒
家
的
聖
王
伝
説
の
系

譜
を
確
立
せ
ん
と
す
る
『
大
戴
礼
記
』
に
と
っ
て
、
そ
う
し
た
状
況
は
、
相
対
的
に

聖
王
黄
帝
の
地
位
低
下
を
齋
す
危
険
な
現
象
と
捉
え
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
即
ち
、
武
器
製
造
伝
説
、
軍
神
伝
説
な
ど
に
於
て
、
蛍
尤
は
黄
帝
に
匹
敵
す
る
勢

力
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
更
に
ま
た
、
黄
帝
⑧
董
尤
の
戦
い
の
原
因
が
黄
帝

の
不
徳
に
あ
っ
た
と
の
批
判
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
黄
帝
神
話
に
と
っ
て
む
し
ろ

不
利
な
状
況
も
存
在
し
た
。
そ
こ
で
、
両
神
話
の
拮
抗
状
態
を
打
破
し
、
他
学
派
か

ら
の
聖
王
批
判
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
そ
も
そ
も
蛍
尤
は
武
器
や
戦
争
の
創
始
者

な
ど
で
は
な
く
、
ま
し
て
や
黄
帝
に
匹
敵
し
得
る
天
子
や
諸
侯
で
は
な
か
っ
た
と
す

る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
仮
に
、
戦
争
の
起
源
を
蛍
尤
に
で
は
な
く
人
間
自
本
に
求
め
る
だ
け
な
ら
ば
、
『
呂
氏

春
秋
』
同
様
、
そ
の
作
兵
説
を
否
定
す
る
の
み
で
良
い
筈
で
あ
る
。
『
大
戴
礼
記
」
が
敢

え
て
董
尤
を
庶
人
の
地
位
に
ま
で
財
め
る
の
は
、
か
く
の
如
く
、
董
尤
よ
り
は
む
し
ろ

黄
帝
の
側
に
そ
れ
を
求
め
る
強
い
必
然
性
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
本
章
で
は
、
『
大
戴
礼
記
』
の
董
尤
観
を
解
明
す
る
手
掛
か
り
と
し
て
、

他
の
諸
資
料
に
見
え
る
董
尤
像
、
並
び
に
黄
帝
神
話
と
董
尤
神
話
と
の
関
係
に
つ
い

て
考
察
し
て
き
た
。
董
尤
は
、
武
器
製
造
者
と
し
て
、
ま
た
、
軍
神
と
し
て
、
黄
帝
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と
そ
の
勢
力
を
二
分
す
る
神
格
で
あ
り
、
そ
の
神
話
伝
説
も
、
時
代
を
越
え
て
各
地

に
展
開
し
て
行
っ
た
。
一
方
、
歴
代
聖
王
の
治
世
を
顕
彰
す
る
儒
家
の
復
古
的
政
治

思
想
に
対
し
て
、
他
学
派
か
ら
は
厳
し
い
批
判
も
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
『
荘
子
』
盗

妬
篇
が
董
尤
の
暴
虐
を
等
閑
に
付
し
っ
っ
専
ら
黄
帝
の
側
の
不
徳
を
批
判
す
る
の
は
、

そ
の
端
的
な
一
例
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
『
大
戴
礼
記
』
用
兵
篇
は
、
先
ず
、
『
呂
氏
春
秋
』
蕩
兵

篇
同
様
、
兵
の
起
源
を
董
尤
の
暴
虐
と
い
う
特
殊
個
別
的
な
事
象
に
で
は
な
く
、
人

間
存
在
そ
の
も
の
の
中
に
追
求
し
た
。
ま
た
、
董
尤
を
、
黄
帝
に
匹
敵
す
る
神
格
と

す
る
の
で
は
な
く
、
単
な
る
庶
人
の
地
位
に
艇
め
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
董
尤
神

話
改
変
の
背
後
に
は
、
為
政
者
に
よ
る
軍
事
活
動
を
正
当
化
し
、
ま
た
、
儒
家
的
聖

人
像
を
維
持
保
全
せ
ん
と
す
る
切
実
な
意
図
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

結

--_~s: 

oR 

係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
軍
神
董
尤
は
、
皮
肉
な
こ
と
に
軍
事
関
係
文
献
の
中
に
於
て
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

の
軍
神
と
し
て
の
地
位
を
剥
奪
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
董
尤
観
を
提
示
し
つ
つ
そ
の
軍
事
思
想
を
展
開
し
た
『
呂

氏
春
秋
」
や
『
大
戴
礼
記
』
は
、
中
国
古
代
の
思
想
史
、
特
に
『
孫
子
』
以
来
の
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
5
9
）

事
思
想
史
の
上
で
、
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
『
呂
氏

春
秋
』
や
『
大
戴
礼
記
』
の
董
尤
観
が
、
董
尤
伝
説
の
展
開
と
一
定
の
関
わ
り
を
持

っ
と
す
れ
ば
、
そ
の
後
、
董
尤
は
ど
の
よ
う
に
変
容
し
て
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

別
稿
に
於
て
、
更
に
こ
う
し
た
点
を
追
究
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
本
稿
で
は
、
黄
帝
⑧
董
尤
に
関
す
る
神
話
⑧
伝
説
の
中
で
、
特
異
な
位
置
を
占
め

る
『
呂
氏
春
秋
』
蕩
兵
篇
、
「
大
戴
礼
記
』
用
兵
篇
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
『
呂

氏
春
秋
』
蕩
兵
篇
は
、
他
の
ほ
と
ん
ど
の
伝
承
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
蛍
尤
作
兵
説

を
否
定
し
た
。
ま
た
、
『
大
戴
礼
記
』
用
兵
篇
も
、
同
じ
く
董
尤
作
兵
説
を
否
定
し
、

更
に
董
尤
を
庶
人
の
貧
者
の
地
位
に
財
め
た
。

　
そ
れ
は
、
董
尤
の
一
異
伝
を
紹
介
し
た
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
各
々
の
思
想
と

密
接
な
関
係
を
持
つ
意
図
的
な
主
張
で
あ
っ
た
。
『
呂
氏
春
秋
』
や
『
大
戴
礼
記
』

が
董
尤
作
兵
説
を
否
定
す
る
の
は
、
戦
争
を
、
人
間
の
本
性
に
根
差
し
た
必
然
的
な

事
象
と
位
置
付
け
る
た
め
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
『
大
戴
礼
記
』
が
董
尤
を
高
位
の
為

政
者
の
地
位
か
ら
引
き
摺
り
落
と
し
た
の
は
、
儒
家
的
聖
王
像
の
維
持
と
密
接
な
関

　
　
　
　
　
　
軍
神
の
変
容
－
中
国
古
代
に
於
け
る
戦
争
論
の
展
開
と
董
尤
像
1
　
（
二
）
　
（
湯
浅
）

（圧1
（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

　
拙
稿
「
軍
神
の
変
容
－
中
国
古
代
に
於
け
る
戦
争
論
の
展
開
と
董
尤
像
1
（
一
）
」

（
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
」
第
二
十
六
巻
、
一
九
九
二
年
）
。

　
拙
稿
「
『
呂
氏
春
秋
』
の
義
兵
説
1
『
墨
子
」
『
司
馬
法
』
と
の
対
比
1
」

（
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
」
第
二
十
五
巻
、
一
九
九
一
年
）
参
照
。

　
以
下
、
『
呂
氏
春
秋
」
の
訓
読
に
際
し
て
は
、
陳
奇
猷
『
呂
氏
春
秋
校
釈
』
に
従
う
。

ま
た
、
原
文
に
つ
い
て
は
、
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
を
逐
次
注
記
す
る
。

　
兵
之
所
自
來
者
上
実
、
與
始
有
民
倶
。
凡
兵
也
者
、
威
也
、
威
也
者
、
力
也
。
民

之
有
威
力
、
性
也
。
性
者
所
受
於
天
也
、
非
人
之
所
能
爲
也
、
武
者
不
能
革
、
而
丁

者
不
能
移
。

　
「
威
」
「
力
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
明
確
に
説
か
れ
て
い
な
い
が
、
「
威
」
は
他
者
を

威
嚇
せ
ん
と
す
る
心
、
「
力
」
は
そ
の
心
を
具
体
的
に
表
出
す
る
行
動
、
と
捉
え
て
お

き
た
い
。

　
兵
所
自
來
者
久
実
、
…
…
五
帝
固
相
與
争
実
。
…
…
人
日
、
董
尤
作
兵
、
董
尤
非
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（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
1
1
）

（
1
2
）

（
1
3
）

軍
神
の
変
容
－
中
国
古
代
に
於
け
る
戦
争
論
の
展
開
と
董
尤
像
1
　
（
二
）

作
兵
也
、
利
其
械
実
。
未
有
董
尤
之
時
、
民
固
剥
林
木
以
戦
実
。
勝
者
爲
長
。
長
則

猶
不
足
治
之
、
故
立
君
。
君
又
不
足
治
之
、
故
立
天
子
。
天
子
之
立
也
出
於
君
、
君

之
立
也
出
於
長
、
長
之
立
也
出
於
事
。
箏
闘
之
所
自
來
者
久
実
、
不
可
禁
、
不
可
止
、

故
古
之
賢
王
有
義
兵
而
無
有
優
兵
。

　
察
兵
之
微
、
在
心
而
未
護
、
兵
也
、
嫉
視
、
兵
也
、
作
色
、
兵
也
、
塑
言
、
兵
也
、

援
推
、
兵
也
、
連
反
、
兵
也
、
傍
闘
、
兵
也
、
三
軍
攻
戦
、
兵
也
。
此
八
者
皆
兵
也
、

微
巨
之
争
也
。
今
世
之
以
優
兵
疾
説
者
、
終
身
用
兵
而
不
自
知
惇
。

　
従
っ
て
、
『
呂
氏
春
秋
』
の
義
兵
説
は
、
「
義
兵
」
と
い
う
表
現
を
使
用
し
な
が
ら

も
、
こ
れ
ま
で
そ
の
類
似
性
が
旨
摘
さ
れ
て
き
た
『
墨
子
』
や
『
司
馬
法
」
の
「
義

兵
」
の
立
場
と
は
や
や
異
な
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
注

（
2
）
の
拙
稿
参
照
。

　
こ
の
点
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
『
呂
氏
春
秋
』
の
軍
事
思
想
－
兵
陰
陽
家
著

作
説
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
『
呂
氏
春
秋
研
究
』
第
五
号
、
一
九
九
二
年
）
参
照
。

　
『
金
陵
斉
魯
華
酉
二
大
学
中
国
文
化
研
究
彙
刊
』
（
第
二
巻
、
一
九
四
二
年
）
所
収
。

　
上
古
庖
義
氏
之
時
、
弦
木
爲
弓
、
剣
木
爲
矢
、
神
農
氏
之
時
、
以
石
爲
兵
、
…
…

黄
帝
之
時
、
以
玉
爲
兵
、
董
尤
之
時
、
燥
金
爲
兵
、
割
革
爲
甲
、
始
制
五
兵
建
旗
幟
、

樹
愛
鼓
。

　
『
武
内
義
雄
全
集
」
第
三
巻
（
角
川
書
店
、
一
九
七
九
年
）
所
収
。
初
出
は
一
九

二
六
年
。

　
こ
の
『
大
戴
礼
記
解
詰
」
に
類
似
す
る
見
解
と
し
て
屈
万
里
の
説
が
あ
る
。
屈
万

里
コ
一
戴
記
解
題
」
（
『
中
央
研
究
院
民
族
学
研
究
所
集
刊
」
三
十
二
、
一
九
七
二
年
）

は
、
前
漢
ま
で
に
存
在
し
て
い
た
礼
の
原
資
料
を
、
武
帝
二
旦
帝
期
に
戴
徳
⑧
戴
聖

が
各
々
引
用
す
る
際
、
各
々
異
な
る
引
用
盆
刷
略
⑧
併
合
を
施
し
た
た
め
に
『
大
戴

礼
記
』
『
小
戴
礼
記
』
の
二
本
が
成
立
し
た
と
説
く
。

（
湯
浅
）

（
1
4
）

（
1
5
）

（
1
6
）

（
1
7
）

　
以
下
、
『
大
戴
礼
記
』
の
訓
読
に
際
し
て
は
、
王
聰
珍
『
大
戴
礼
記
解
詰
」
（
中
華

書
局
⑧
十
三
経
書
清
人
注
疏
、
一
九
八
三
年
）
に
依
拠
す
る
こ
と
と
す
る
が
、
　
一
部

私
見
に
よ
り
句
点
の
位
置
を
変
え
て
訓
ん
だ
箇
所
が
あ
る
。

　
公
日
、
用
兵
者
、
其
由
不
祥
乎
。
子
日
、
胡
爲
其
不
祥
也
。
聖
人
用
兵
也
、
以
禁

残
止
暴
於
天
下
也
。
及
後
世
貧
者
之
用
兵
也
、
以
刈
百
姓
、
危
國
家
也
。
公
日
、
古

之
戎
兵
、
何
世
安
起
。
子
日
、
傷
害
之
生
久
実
。
與
民
皆
生
。
公
日
、
董
尤
作
兵
與
。

子
日
、
否
。
董
尤
、
庶
人
之
貧
者
也
。
及
利
無
義
、
不
顧
蕨
親
、
以
喪
蕨
身
。
董
尤

情
欲
而
無
厭
者
也
。
何
器
之
能
作
。
蜂
墓
挟
整
而
生
見
害
、
而
校
以
衛
蕨
身
者
也
。

人
生
有
喜
怒
。
故
兵
之
作
、
與
民
皆
生
。
聖
人
利
用
而
碑
之
、
馳
人
興
之
喪
蕨
身
。

（
『
大
戴
礼
記
』
用
兵
篇
）

　
聖
人
愛
百
姓
而
憂
海
内
、
及
麦
世
之
人
、
思
其
徳
必
構
其
仁
、
故
今
之
道
尭
舜
萬

湯
文
武
者
、
猶
威
致
王
、
今
若
存
。
夫
民
思
其
徳
、
必
構
其
人
、
朝
夕
祝
之
、
升
聞

皇
天
、
上
神
散
焉
、
故
永
其
世
而
豊
其
年
也
。
夏
桀
蝪
商
紺
粛
暴
於
天
下
、
暴
極
不

事
、
殺
致
無
罪
、
不
祥
干
天
、
粒
食
之
民
、
布
散
豚
親
、
疏
遠
國
老
、
幼
色
是
興
、

而
暴
慢
是
親
、
譲
貸
慮
穀
、
法
言
法
行
慮
辞
、
妖
替
天
道
、
逆
鼠
四
時
、
穫
樂
不
行
、

而
幼
風
是
御
、
麻
失
制
、
撮
提
失
方
、
郡
大
無
紀
、
不
告
朔
於
諸
侯
、
玉
瑞
不
行
諸

侯
、
力
政
不
朝
於
天
子
、
六
蛮
四
夷
交
伐
於
中
國
。
於
是
降
之
災
、
水
皐
轟
焉
、
霜

雪
大
溝
、
甘
露
不
降
、
百
草
婿
黄
、
五
穀
不
升
、
民
多
天
疾
、
六
畜
解
皆
、
此
太
上

之
不
論
不
議
也
。
殊
傷
豚
身
、
失
墜
天
下
。
夫
天
下
之
報
殊
於
無
徳
者
、
必
與
其
民
。

公
催
焉
日
、
在
民
上
者
、
可
以
無
擢
乎
哉
。

　
そ
の
際
、
『
大
戴
礼
記
」
と
「
孔
子
三
朝
記
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
留
意
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
前
記
の
如
く
、
用
兵
篇
を
含
む
「
孔
子
三
朝
記
」
七
篇
は

古
く
か
ら
一
応
の
独
立
性
を
持
つ
文
献
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
現

在
『
大
戴
礼
記
』
中
に
並
存
し
て
い
る
「
孔
子
三
朝
記
」
と
そ
れ
以
外
の
諸
篇
と
の
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（
1
8
）

（
1
9
）

（
2
0
）

（
2
1
）

（
2
2
）

間
に
は
、
思
想
的
な
整
合
性
が
あ
る
可
能
性
と
な
い
可
能
性
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ

う
し
た
点
に
つ
い
て
も
、
併
せ
て
検
討
す
る
た
め
に
、
以
下
、
各
項
に
掲
げ
る
資
料

に
つ
い
て
は
、
「
孔
子
三
朝
記
」
中
の
資
料
と
そ
れ
以
外
の
誇
篇
中
の
資
料
と
を
併
記

し
て
行
く
こ
と
と
す
る
。

　
宰
我
問
於
孔
子
日
、
昔
者
予
聞
諸
榮
伊
、
言
黄
帝
三
百
年
、
請
問
黄
帝
者
人
邪
、

抑
非
人
邪
、
何
以
至
於
三
百
年
乎
。
…
…
孔
子
日
、
黄
帝
、
少
典
之
子
也
、
日
軒
韓
。

生
而
神
露
、
弱
而
能
言
、
幼
而
慧
費
、
長
而
敦
敏
、
成
而
聰
明
、
治
五
氣
、
設
五
量
、

撫
萬
民
、
度
四
方
、
教
熊
熊
魏
豹
虎
、
以
與
赤
帝
戦
干
版
泉
之
野
、
三
戦
、
然
後
得

行
其
志
。
黄
帝
鰯
激
衣
、
大
帯
、
繍
裳
、
乗
龍
展
雲
、
以
順
天
地
之
紀
、
幽
明
之
故
、

死
生
之
説
、
存
亡
之
難
。
時
播
百
穀
草
木
、
故
教
化
淳
鳥
獣
昆
虫
、
麻
離
日
月
星
辰
、

極
政
土
石
金
玉
、
勢
心
力
耳
目
、
節
用
水
火
材
物
。
生
而
民
得
其
利
百
年
、
死
而
民

畏
其
神
百
年
、
亡
而
民
用
其
教
百
年
、
故
日
三
百
年
。
（
『
大
戴
礼
記
」
五
帝
徳
）

　
孔
子
封
日
、
所
謂
聖
人
者
、
知
通
乎
大
道
、
魔
愛
而
不
窮
、
能
測
萬
物
之
情
性
者

也
。
大
道
者
、
所
以
愛
化
而
凝
成
萬
物
者
也
。
情
性
也
者
、
所
以
理
然
不
然
取
舎
者

也
。
故
其
事
大
、
配
乎
天
地
、
参
乎
日
月
、
雑
於
雲
蜆
、
聰
要
萬
物
、
穆
穆
純
純
、

其
莫
之
能
循
、
若
天
之
司
、
莫
之
能
職
、
百
姓
淡
然
不
知
其
善
。
若
此
、
則
可
謂
聖

人
実
。
（
『
大
戴
礼
記
』
哀
公
問
五
義
）

　
「
虚
し
く
し
て
屈
き
ず
、
動
か
せ
ば
愈
々
出
す
」
（
『
老
子
」
第
五
章
）
、
　
「
我
を
知

る
者
は
希
な
り
。
我
に
則
る
者
は
貴
し
。
是
を
以
て
聖
人
は
、
褐
を
被
て
玉
を
懐
く
」

（
同
、
第
七
十
章
）
。

　
子
日
、
有
天
徳
、
有
地
徳
、
有
人
徳
、
此
謂
三
徳
。
三
徳
率
行
、
乃
有
陰
陽
、
陽

日
徳
、
陰
日
刑
。
（
『
大
戴
礼
記
」
四
代
）

　
天
生
物
、
地
養
物
、
物
備
興
而
時
用
常
節
、
日
聖
人
、
主
祭
干
天
、
日
天
子
。

（
『
大
戴
礼
記
』
諸
志
）

　
　
　
軍
神
の
変
容
－
中
国
古
代
に
於
け
る
戦
争
論
の
展
開
と
董
尤
像
1
　
（
二
）
　
（
湯
浅
）

（
2
3
）

（
2
4
）

（
2
5
）

（
2
6
）

（
2
7
）

（
2
8
）

（
2
9
）

（
3
0
）

（
3
1
）

　
子
日
、
聖
、
知
之
華
也
。
知
、
仁
之
實
也
。
仁
、
信
之
器
也
。
信
、
義
之
重
也
。

義
、
利
之
本
也
。
（
『
大
戴
礼
記
』
四
代
）

　
蓋
人
有
可
知
者
焉
、
貌
色
聲
衆
有
美
焉
、
必
有
美
質
在
其
中
者
実
、
貌
色
聲
衆
有

悪
焉
、
必
有
悪
質
在
其
中
者
実
。
（
『
大
戴
礼
記
』
四
代
）

　
是
故
聖
人
之
教
於
民
也
、
以
其
近
而
見
者
、
稽
其
遠
而
明
者
。
天
事
日
明
、
地
事

日
昌
、
人
事
日
比
、
雨
以
慶
。
違
此
三
者
、
謂
之
愚
民
、
愚
民
日
姦
、
姦
必
諌
。
是

以
天
下
平
而
國
家
治
、
民
亦
無
貸
、
居
小
不
約
、
彫
大
則
治
、
衆
則
集
、
寡
則
繧
、

祀
則
目
守
福
、
以
征
則
服
、
此
唯
官
民
之
上
徳
也
。
（
『
大
戴
礼
記
」
虞
戴
徳
）

　
夫
政
以
教
百
姓
、
百
姓
費
以
嘉
善
、
故
嚢
倭
不
生
、
此
之
謂
良
民
。
（
『
大
戴
礼
記
』

千
乗
）

　
民
威
魔
悪
如
進
良
、
上
誘
善
而
行
罰
、
百
姓
憲
於
仁
而
遂
安
之
、
此
古
之
明
制
之

治
天
下
也
。
仁
者
爲
聖
、
貴
次
、
力
次
、
美
次
、
射
御
次
、
古
之
治
天
下
者
必
聖
人
。

（
『
大
戴
礼
記
』
譜
志
）

　
四
日
、
民
有
五
性
、
喜
怒
欲
擢
憂
也
。
喜
氣
内
畜
、
難
欲
隠
之
、
陽
喜
必
見
、
怒

氣
内
畜
、
難
欲
隠
之
、
陽
怒
必
見
。
（
『
大
戴
礼
記
』
文
王
官
人
）

　
五
日
、
生
民
有
霧
陽
、
人
有
多
隠
其
情
、
飾
其
偏
、
以
頼
於
物
、
以
攻
其
名
也
。

有
隠
於
仁
質
者
、
有
隠
於
知
理
者
、
有
隠
於
文
嚢
者
、
有
隠
於
廉
勇
者
、
有
隠
於
忠

孝
者
、
有
隠
於
交
友
者
、
如
此
者
、
不
可
不
察
也
。
（
『
大
戴
礼
記
』
文
王
官
人
）

　
六
日
、
言
行
不
類
、
終
始
相
惇
、
陰
陽
克
易
、
外
内
不
合
、
難
有
隠
節
見
行
、
日

非
誠
質
者
也
。
（
『
大
戴
礼
記
』
文
王
官
人
）

　
公
日
、
善
哉
、
以
天
教
干
民
、
可
以
班
乎
。
子
日
、
可
哉
、
難
可
而
弗
由
、
此
以
上
知
所

以
行
斧
鐵
也
。
父
之
於
子
、
天
也
、
君
之
於
臣
、
天
也
、
有
子
不
事
父
、
有
臣
不
事
君
、
是

非
反
天
而
到
打
邪
、
故
有
子
不
事
父
、
不
順
、
有
臣
不
事
君
、
必
刃
。
順
天
乍
刑
、
地
生
庶

物
。
是
故
聖
人
之
教
干
民
也
、
率
天
如
祖
地
、
能
用
民
徳
。
是
以
高
撃
不
過
天
、
深
慮
不
過
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（
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（
3
8
）

軍
神
の
変
容
－
中
国
古
代
に
於
け
る
戦
争
論
の
展
開
と
董
尤
像
1
　
（
二
）

地
、
質
知
而
好
仁
、
能
用
民
力
。
（
『
大
戴
礼
記
』
虞
戴
徳
）

　
天
子
告
朔
於
諸
侯
、
率
天
道
而
敬
行
之
、
以
示
威
干
天
下
也
。
諸
侯
内
貢
於
天
子
、

率
名
籔
地
實
也
。
是
以
不
至
必
諌
。
（
『
大
戴
礼
記
』
虞
載
徳
）

　
孔
子
日
、
吾
語
女
、
道
者
所
以
明
徳
也
、
徳
者
所
以
尊
道
也
、
是
故
非
徳
不
尊
、

非
道
不
明
。
難
有
國
焉
、
不
教
不
服
、
不
可
以
取
千
里
。
難
有
博
地
衆
民
、
不
以
其

地
治
之
、
不
可
以
覇
主
。
是
故
昔
者
明
主
内
惰
七
教
、
外
行
三
至
。
七
教
傭
焉
可
以

守
、
三
至
行
焉
可
以
征
。
（
『
大
戴
礼
記
』
主
言
）

　
故
日
、
所
謂
天
下
之
至
仁
者
、
能
合
天
下
之
至
親
者
也
、
所
謂
天
下
之
至
知
者
、

能
用
天
下
之
至
和
者
也
、
所
謂
天
下
之
至
明
者
、
能
選
天
下
之
至
良
者
也
、
此
三
者

威
通
、
然
後
可
以
征
。
是
故
仁
者
莫
大
於
愛
人
、
知
者
莫
大
於
知
賢
、
政
者
莫
大
於

官
賢
、
有
土
之
君
惰
此
三
者
、
則
四
海
之
内
換
而
侯
、
然
後
可
以
征
。
明
主
之
所
征
、

必
道
之
所
魔
者
也
。
彼
魔
道
而
不
行
、
然
後
諌
其
君
、
至
其
征
、
弔
其
民
而
不
奪
其

財
也
。
故
日
明
主
之
征
也
、
猶
時
雨
也
、
至
則
民
説
棄
。
是
故
行
施
彌
博
、
得
親
彌

衆
、
此
之
謂
祖
席
之
上
乎
還
師
。
（
『
大
戴
礼
記
」
主
言
）

　
公
日
、
敢
問
君
何
貴
乎
天
道
也
。
孔
子
封
日
、
貴
其
不
已
、
如
日
月
西
東
相
從
而

不
已
也
、
是
天
道
也
。
不
閉
其
久
也
、
是
天
道
也
。
無
爲
物
成
、
是
天
道
也
。
已
成

而
明
、
是
天
道
也
、
（
『
大
戴
礼
記
」
哀
公
問
於
孔
子
）

　
子
日
、
有
天
徳
、
有
地
徳
、
有
人
徳
、
此
謂
三
徳
。
三
徳
率
行
、
乃
有
陰
陽
、
陽

日
徳
、
陰
日
刑
。
公
日
、
善
哉
、
再
聞
此
笑
。
陽
徳
何
出
。
子
日
、
陽
徳
出
穫
、
穫

出
刑
、
刑
出
慮
、
慮
則
節
事
於
近
、
而
揚
聲
於
遠
。
（
『
大
戴
礼
記
』
四
代
）

　
司
徒
典
春
、
以
教
民
之
不
則
時
⑱
不
若
㊧
不
令
。
…
…
司
馬
司
夏
、
以
教
士
車
甲
。

：
…
・
司
憲
司
秋
、
以
騒
獄
訟
、
治
民
之
煩
鼠
、
執
穫
愛
民
中
。
…
…
司
空
司
冬
、
以

制
度
制
地
事
。
（
『
大
戴
礼
記
』
千
乗
）

　
錺
五
兵
及
木
石
日
賊
、
以
中
情
出
、
小
日
間
、
大
日
講
、
利
欝
以
鼠
屡
日
譲
、
以

（
湯
浅
）

4039
（
4
1
）

（
4
2
）

（
4
3
）

（
4
4
）

（
4
5
）

財
投
長
日
貸
、
凡
犯
天
子
之
禁
、
陳
刑
制
辞
、
以
追
國
民
之
不
率
上
教
者
。
　
（
『
大
戴

礼
記
」
千
乗
）

　
其
於
信
也
、
如
四
時
春
秋
冬
夏
。
（
『
大
戴
礼
記
』
主
言
）

　
聖
人
有
國
、
則
日
月
不
食
、
星
辰
不
唄
、
勃
海
不
運
、
河
不
滴
溢
、
川
澤
不
蜴
、

山
不
崩
解
、
陵
不
施
谷
、
川
浴
不
慮
、
深
淵
不
澗
。
（
『
大
戴
礼
記
』
諸
志
）

　
ま
た
、
注
（
1
7
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、
各
項
目
を
分
析
す
る
際
、
資
料
と
し
て
、

「
孔
子
三
朝
記
」
所
属
の
篇
お
よ
び
他
の
諸
篇
を
併
置
す
る
よ
う
努
め
た
が
、
こ
れ
ら

の
諸
点
に
関
す
る
限
り
、
「
孔
子
三
朝
記
」
と
他
の
諸
篇
と
の
間
に
は
思
想
的
な
懸
隔

や
矛
盾
は
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
古
史
辮
』
第
七
冊
中
編
（
一
九
三
四
年
）
所
収
。
初
出
は
『
燕
京
大
学
史
学
年
報
』

第
二
巻
第
一
期
。

　
『
龍
魚
河
図
』
で
は
、
「
董
尤
没
す
る
の
後
、
天
下
復
た
擾
乱
し
て
寧
か
ら
ず
」
と

い
う
状
況
を
受
け
て
、
黄
帝
が
「
遂
に
董
尤
の
形
象
を
画
き
て
以
て
天
下
を
威
」
し

た
と
こ
ろ
、
人
々
は
「
天
下
成
董
尤
死
せ
ず
と
謂
ふ
」
と
反
応
し
た
と
い
う
。
即
ち
、

こ
こ
で
は
、
黄
帝
が
董
尤
の
末
路
を
見
せ
し
め
に
し
た
の
で
は
な
く
、
董
尤
に
対
す

る
人
々
の
畏
怖
の
念
を
逆
に
利
用
し
た
と
解
釈
で
き
よ
う
。
　
一
方
、
黄
帝
に
よ
る
見

せ
し
め
と
し
て
の
要
素
が
濃
厚
な
も
の
と
し
て
、
馬
王
堆
漢
墓
白
巾
書
『
十
六
経
』
五

正
篇
所
載
の
伝
説
が
あ
る
。
ま
た
、
　
『
路
史
後
紀
」
董
尤
伝
も
、
董
尤
の
像
は
、
後

世
貧
虐
の
戒
に
な
っ
た
と
、
董
尤
の
形
象
が
訓
戒
の
意
を
持
つ
こ
と
を
強
調
す
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
於
て
詳
述
し
た
い
。

　
有
宋
山
者
。
有
赤
蛇
。
名
日
育
蛇
。
有
木
、
生
山
上
。
名
日
楓
木
。
楓
木
董
尤
所

棄
其
至
楮
、
是
爲
楓
木
。
（
『
山
海
経
』
大
荒
南
経
）

　
有
其
状
若
衆
植
華
以
長
、
黄
上
白
下
、
其
名
董
尤
之
旗
。
（
『
呂
氏
春
秋
』
明
理
）
、

董
尤
之
旗
、
類
彗
而
後
曲
、
象
旗
。
見
則
王
者
征
伐
四
方
。
（
『
史
記
』
天
官
書
）
、
焚
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（
蝸
）

（
4
7
）

（
4
8
）

（
4
9
）

人
5
0
）

（
5
1
）

惑
之
精
、
流
爲
析
旦
⑥
董
尤
旗
㊧
昭
明
⑧
司
危
⑧
天
擾
、
　
…
：
又
日
、
鼠
國
之
王
、
　
　
　
　
（
5
2
）
　
祠
黄
帝
、
祭
董
尤
於
浦
庭
、
而
蟹
鼓
旗
。
（
『
史
記
」
高
祖
本
紀
）

衆
邪
並
積
、
有
雲
若
植
襲
竹
長
、
黄
上
白
下
、
名
日
董
尤
旗
。
（
『
晴
書
』
天
文
志
）
　
　
　
　
（
5
3
）
　
魔
勘
日
、
左
傳
日
、
黄
帝
戦
於
阪
泉
、
以
定
天
下
。
董
尤
好
五
兵
、
故
祠
祭
之
求

　
軒
韓
之
初
立
也
、
有
董
尤
氏
、
兄
弟
七
十
二
人
、
銅
頭
鐵
額
、
食
鐵
石
、
軒
韓
諌
　
　
　
　
　
福
祥
也
。

之
於
琢
鹿
之
野
、
董
尤
能
作
雲
霧
。
塚
鹿
今
在
翼
州
、
有
董
尤
神
、
俗
云
人
身
牛
蹄
　
　
　
（
5
4
）
　
そ
の
注
に
「
梁
有
黄
帝
董
尤
兵
法
一
巻
、
亡
」
と
あ
る
。

四
目
六
手
、
今
翼
州
人
掘
地
得
闘
駿
、
如
銅
鐵
者
、
即
董
尤
之
骨
也
。
今
有
董
尤
歯
、
　
　
　
（
5
5
）
　
琢
鹿
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
「
濠
鹿
、
地
名
、
今
幽
州
琢
鹿
是
也
」
（
『
荘
子
』
盗
妬

長
二
寸
、
堅
不
可
砕
、
秦
漢
間
説
董
尤
氏
、
耳
髪
如
剣
戟
、
頭
有
角
、
與
軒
韓
圃
、
　
　
　
　
　
篇
、
疏
）
、
「
司
馬
云
、
琢
鹿
、
地
名
、
故
域
今
在
上
谷
郡
西
南
八
十
里
」
（
同
、
釈
文
）
、

以
角
砥
人
、
人
不
能
向
。
今
翼
州
有
樂
名
董
尤
戯
。
其
民
雨
爾
…
二
、
頭
戴
牛
角
而
　
　
　
　
　
「
濠
鹿
、
今
直
隷
宣
化
保
安
州
南
」
（
『
史
記
会
注
考
讃
』
）
な
ど
各
種
の
見
解
が
あ
り
、

相
触
、
漢
造
角
触
戯
、
蓋
其
遺
製
也
。
（
『
述
異
記
」
巻
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
ら
を
漢
代
の
州
名
で
大
別
す
れ
ば
、
北
方
の
幽
州
の
地
と
す
る
も
の
と
、
斉
寄

　
於
是
始
皇
遂
東
遊
海
上
、
行
穫
祠
名
山
大
川
及
八
神
、
求
儘
人
羨
門
之
屡
。
八
神
　
　
　
　
　
り
の
翼
州
と
す
る
も
の
と
に
分
か
れ
る
。

将
自
古
而
有
之
、
或
日
太
公
以
來
作
之
。
齊
所
以
爲
費
、
以
天
齊
也
。
其
祀
絶
、
莫
　
　
　
（
5
6
）
神
農
之
世
、
…
…
此
至
徳
之
隆
也
。
然
而
黄
帝
不
能
致
徳
、
與
董
尤
戦
於
琢
鹿
之

知
起
時
。
八
神
、
一
日
天
主
、
祠
天
脅
。
…
…
二
日
地
主
、
祠
泰
山
梁
父
。
…
－
三
　
　
　
　
　
野
、
流
血
百
里
。
尭
舜
作
、
立
君
羊
臣
、
湯
放
其
主
、
武
王
殺
紺
。
自
是
之
後
、
以
強

日
兵
主
、
祠
董
尤
。
董
尤
在
東
平
陸
監
郷
、
齊
之
西
境
也
。
四
日
陰
主
、
祠
三
山
。
　
　
　
　
　
陵
弱
、
以
衆
暴
寡
。
湯
武
以
來
、
皆
馳
人
之
徒
也
。
…
…
世
之
所
高
、
莫
若
黄
帝
、

五
日
陽
主
、
祠
之
禾
。
六
日
月
主
、
祠
之
莱
山
。
…
…
七
日
日
主
、
祠
成
山
。
・
　
　
　
　
　
　
黄
帝
尚
不
能
全
徳
、
而
戦
琢
鹿
之
野
、
流
血
百
里
。
尭
不
慈
、
舜
不
孝
、
萬
偏
枯
、

八
日
四
時
主
、
祠
瑛
邪
。
（
『
史
記
』
封
禅
書
）
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
放
其
主
、
武
王
伐
紺
淳
文
王
拘
美
里
。
此
六
子
者
、
世
之
所
高
也
、
敦
論
之
、
皆

　
高
祖
初
起
、
藤
豊
扮
楡
社
。
拘
浦
、
爲
浦
公
、
則
祠
董
尤
、
蟹
鼓
旗
。
遂
以
十
月
　
　
　
　
　
以
利
惑
其
眞
而
強
反
其
性
情
、
其
行
乃
甚
可
差
也
。
　
（
『
荘
子
』
盗
妬
）

至
覇
上
、
與
諸
侯
平
威
陽
、
立
爲
漢
王
。
…
…
後
四
歳
、
天
下
已
定
、
詔
御
史
、
令
　
　
　
（
5
7
）
・
『
古
史
辮
』
第
七
冊
上
編
（
一
九
三
八
年
）
所
収
。

豊
謹
治
扮
楡
杜
、
常
以
四
時
春
以
羊
鏡
祠
之
。
令
祝
官
立
董
尤
之
祠
於
長
安
。
（
『
史
　
　
　
（
5
8
）
　
こ
う
し
た
董
尤
像
の
変
化
は
、
こ
の
場
合
、
直
接
的
に
は
、
『
呂
氏
春
秋
』
や
『
大

記
』
封
禅
書
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戴
礼
記
』
の
軍
事
思
想
と
の
関
わ
り
で
齋
さ
れ
た
訳
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
、
こ
う

　
夫
漢
王
護
蜀
漢
定
三
秦
、
渉
西
河
之
外
、
乗
上
黛
之
兵
、
下
脛
、
諌
成
安
君
、
破
　
　
　
　
　
し
た
蛮
勇
を
誇
る
異
形
の
軍
神
が
既
に
時
代
の
要
請
に
合
わ
な
く
な
り
っ
っ
あ
っ
た

北
魏
、
墾
二
十
二
城
、
此
董
尤
之
兵
、
非
人
之
力
也
。
（
『
新
序
」
善
謀
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
う
事
情
も
そ
う
し
た
変
化
を
齋
す
一
っ
の
要
因
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
こ

　
勅
（
馬
）
嚴
過
武
庫
、
祭
董
尤
、
帝
親
御
阿
閣
、
観
其
士
衆
、
時
人
榮
之
。
　
（
『
後
　
　
　
　
　
の
点
に
っ
い
て
は
、
別
稿
に
於
い
て
論
述
し
た
い
。
　
“

漢
書
』
馬
援
列
伝
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）
　
こ
の
問
題
に
っ
い
て
は
、
拙
稿
「
中
国
古
代
に
於
け
る
戦
争
論
の
展
開
1
『
呂
氏

　
沈
起
呉
子
序
日
、
兵
法
始
於
黄
帝
、
其
麦
尋
其
榑
者
、
周
太
公
、
費
管
仲
、
呉
孫
　
　
　
　
　
春
秋
」
『
大
戴
礼
記
」
の
董
尤
観
を
め
ぐ
っ
て
－
」
（
平
成
四
㊥
五
年
度
科
学
研
究
費

　
武
、
魏
曹
操
、
蜀
諸
葛
孔
明
、
其
書
皆
行
於
世
。
（
『
事
物
紀
原
』
戦
陣
攻
守
部
）
　
　
　
　
　
　
補
助
金
一
般
研
究
（
B
）
研
究
成
果
報
告
書
「
『
史
記
』
『
漢
書
』
の
再
検
討
と
古
代

　
　
　
軍
神
の
変
容
－
中
国
古
代
に
於
け
る
戦
争
論
の
展
開
と
董
尤
像
1
．
（
二
）
　
（
湯
浅
）
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軍
神
の
変
容
－
中
国
古
代
に
於
け
る
戦
争
論
の
展
開
と
董
尤
像
－

社
会
の
地
域
的
研
究
」
、
一
九
九
四
年
）
参
照
。

（
二
）
　
（
湯
浅
）




